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第 118 号

副
会
長
に
小
泉
氏
、外
園
氏
を
指
名

役職名 現／新 氏　　名 卒年 現　　職
会　　長 現 三　好　吉　清 36農 神奈川県支部顧問
副 会 長 現 小　泉　幸　道 48醸 東京農業大学副学長／醸造科学科教授
〃 現 外　園　　　 37造 埼玉県支部長

常任理事 新 小　野　甲　二 47経 校友会本部事務局長
〃 現 豊　原　秀　和 47拓 (株)メルカード東京農大社長／名誉教授
〃 新 鳥　海　稔　雄 35農 千葉県支部長
〃 新 宮　林　茂　幸 50林 森林総合科学科教授
〃 現 横　澤　　　馨 38経 群馬県支部長

理　　事 新 石　原　憲一郎 45造 兵庫県支部長
〃 新 伊　澤　宏　爾 39畜 長野県支部長（関東・甲信越ブロック推薦）
〃 新 上　原　万里子 63院農博 食品安全健康学科教授
〃 新 内　田　正　文 44造 山梨県副支部長
〃 新 金　子　忠　一 57造 造園科学科教授
〃 新 木　部　　　穣 50畜 福岡県支部長　（九州ブロック推薦）
〃 新 小桧山　善　継 44経 福島県支部長（北海道・東北ブロック推薦）
〃 新 鈴　木　崇　之 50農 栃木県支部長
〃 現 高　橋　信　茂 45経 東京都支部常任幹事
〃 新 武　井　清　秀 46工 愛媛県支部長（中国・四国ブロック推薦）
〃 現 徳　山　高　光 39化 東京都支部相談役
〃 新 長　倉　春　義 45経 宮崎県支部長
〃 新 糠　谷　禎　則 50工 静岡県支部長（東海・近畿・北陸ブロック推薦）
〃 新 藤　代　孝　七 40経 千葉県支部代議員
〃 新 水　澤　洋　介 48経 埼玉県支部幹事長
〃 新 杢　代　鉄　幸 45畜 神奈川県支部副支部長
〃 現 安　田　舜一郎 42農 石川県支部長

代表監事 現 福　浜　　　満 43造 群馬県支部副支部長
監　　事 新 神　田　　　務 45造 神奈川県支部副支部長
〃 新 志和地　弘　信 59拓 国際農業開発学科教授

　　　東京農業大学校友会新役員名簿（６月25日理事会決定・五十音順）

注：現は現職で当選した理事・監事、新は新人で当選またはブロック推薦の理事・監事。現職は9月現在。

任
期
満
了
に
伴
う
東
京
農
業
大
学
校
友
会
理
事
・
監
事
の
選
任
選
挙
（
選
挙
管
理
委
員
長
＝
鈴

木
誠
造
園
科
学
科
教
授
）
が
５
月
25
日
に
公
告
さ
れ
、
６
月
23
日
に
都
道
府
県
支
部
総
会
な
ど
で

選
出
さ
れ
た
全
国
２
１
８
人
の
代
議
員
に
よ
り
行
わ
れ
た
。

平
成
27
年
度
校
友
会
通
常

総
会
が
５
月
22
日
、
世
田
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
の
東
京
農
大
ア
カ

デ
ミ
ア
セ
ン
タ
ー
横
井
講
堂
で

開
か
れ
た
。
全

国
か
ら
代
議
員

２
１
０
人
（
委

任
状
49
人
）
が

出
席
し
た
。
平

成
26
年
度
事
業

報
告
・
決
算
、

平
成
27
年
度
事

業
計
画
・
予
算

な
ど
が
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ

た
。小

野
甲
二

事
務
局
長
の
司

会
で
総
会
を

進
行
。
主
催
者

を
代
表
し
て
三

好
吉
清
会
長
が

あ
い
さ
つ
し
、
学
校
法
人
東

京
農
業
大
学
の
大
澤
貫
寿
理

事
長
、
東
京
農
業
大
学
・
同

短
期
大
学
部
の
髙
野
克
己
学

長
が
来
賓
と
し
て
祝
辞
（
要
旨

別
掲
）
を
贈
っ
た
。
他
に
学
校

法
人
東
京
農
業
大
学
の
鈴
木
昌

治
常
務
理
事
、
法
人
本
部
長
の

古
谷
勇
治
同
常
務
理
事
、
東
京

農
業
大
学
の
小
泉
幸
道
副
学
長

（
校
友
会
副
会
長
）
が
来
賓
と

し
て
出
席
し
た
。

議
長
に
宮
崎
県
支
部
長
の

長
倉
春
義
氏
（
昭
45
経
）
を
選

出
、
議
事
録
署
名
人
に
石
川
浩

一
代
議
員
（
昭
56
農
）、
緒
方

和
彦
代
議
員
（
昭
63
林
）
を
指

名
し
議
事
に
入
っ
た
。

第
１
号
議
案
「
平
成
26
年

度
事
業
報
告
な
ら
び
に
決
算
報

告
の
承
認
に
関
す
る
件
」
が
上

程
さ
れ
、
佐
藤
勝
彦
常
任
理
事

か
ら
詳
細
を
報
告
後
、
宮
林
茂

幸
代
表
監
事
が
監
査
報
告
を
行

い
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

第
２
号
議
案
「
平
成
27
年
度

事
業
計
画
な
ら
び
に
収
支
予
算

の
承
認
に
関
す
る
件
」
が
上
程

さ
れ
豊
原
秀
和
常
任
理
事
か
ら

説
明
が
あ
り
異
議
な
く
承
認
さ

れ
た
。

第
３
号
議
案
「
第
２
号
理
事

の
選
出
に
つ
い
て
」
が
上
程
さ

れ
、
小
野
事
務
局
長
が
「
校
友

会
理
事
の
任
期
は
４
年
で
本
総

会
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
会
則

と
役
員
選
出
規
程
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
５
人
を
ブ
ロ
ッ
ク

推
薦
理
事
（
第
２
号
理
事
）
と

す
る
こ
と
に
つ
い
て
承
認
を
求

め
る
」
と
提
案
、
異
議
な
く
承

認
さ
れ
た
。

選
出
さ
れ
た
５
理
事
は
次

の
通
り
。

小
桧
山
善
継
氏
（
昭
44
経
）

＝
北
海
道･

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
推

薦
（
福
島
県
支
部
長
）

伊
澤
宏
爾
氏
（
昭
39
畜
）
＝

関
東･

甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
推
薦

（
長
野
県
支
部
長
）

糠
谷
禎
則
氏
（
昭
50
工
）
＝

東
海･

近
畿･

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク

推
薦
（
静
岡
県
支
部
長
）

武
井
清
秀
氏
（
昭
46
工
）
＝

中
国･

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
推
薦

（
愛
媛
県
支
部
幹
事
長
）

木
部
穣
氏
（
昭
50
畜
）
＝
九

州
ブ
ロ
ッ
ク
推
薦
（
福
岡
県
支

部
長
）

続
い
て
、
小
野
事
務
局
長

か
ら
①
株
式
会
社
農
大
常
磐
松

第
32
期
営
業
報
告
②
有
限
会
社

農
大
桜
丘
第
15
期
営
業
報
告
、

外
園

副
会
長
か
ら
③
全
国
教

職
員
部
会
連
絡
協
議
会
の
設
立

（
案
）
に
つ
い
て
④
東
京
農
業

大
学
創
立
１
２
５
周
年
記
念
事

業
資
金
募
金
支
部
別
実
績
を
説

明
し
た
。

ま
た
、
小
野
事
務
局
長
か
ら

任
期
満
了
に
伴
い
、
校
友
会
理

事
20
人
・
監
事
３
人
を
選
出
す

る
「
校
友
会
役
員
選
挙
日
程
に

つ
い
て
（
案
）」
を
説
明
。
５

月
25
日
選
挙
公
告
（
立
候
補
者

受
付
）、
６
月
23
日
選
挙
施
行

（
投
開
票
）
と
す
る
こ
と
で
了

承
さ
れ
た
。

そ
の
他
、
大
学
の
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
か
ら
「
学
生
の
就
職

状
況
等
の
ご
報
告
及
び
就
職
支

援
に
つ
い
て
の
お
願
い
」
な
ら

び
に
東
京
農
業
大
学
教
職
・
学

術
情
報
課
程
か
ら
教
員
合
格
者

状
況
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。（
６

面
に
代
議
員
名
簿
な
ど
掲
載
）

校
友
会
理
事
は
定
員
20
人

（
ブ
ロ
ッ
ク
推
薦
５
人
を
除
く
）

に
27
人
が
立
候
補
、
得
票
上
位

20
人
が
当
選
し
た
。
監
事
は
定

員
と
同
じ
３
人
が
立
候
補
し
、

無
投
票
当
選
し
た
。

ま
た
新
理
事
会
が
６
月
25 

日
に
招
集
さ
れ
、
会
長
に
２
期

目
と
な
る
三
好
吉
清
氏
（
昭
36

農
）を
全
会
一
致
で
再
選
し
た
。

理
事
・
監
事
定
数
28
人
の

う
ち
新
人
が
18
人
、
現
職
10
人

と
大
幅
に
入
れ
替
わ
る
と
と
も

に
、
昭
和
30
年
代
６
人
、
40
年

代
15
人
、
50
年
以
降
７
人
と
一

気
に
若
返
っ
た
。
ま
た
、
石
川

県
支
部
長
の
安
田
舜
一
郎
氏
、

兵
庫
県
支
部
長
の
石
原
憲
一
郎

氏
、
宮
崎
県
支
部
長
の
長
倉
春

義
氏
が
首
都
圏
外
の
地
方
か
ら

立
候
補
し
て
当
選
し
た
。

再
選
さ
れ
た
三
好
会
長
は

「
会
長
２
期
目
と
な
る
が
向
こ

う
４
年
間
、
ブ
ロ
ッ
ク
選
出
理

三
好
会
長
は
副
会
長
に
小
泉
幸

道
氏
（
再
）
と
外
園

氏
（
再
）

を
指
名
、
ま
た
、
常
任
理
事

に
は
小
野
甲
二
氏
（
新
）、
豊

原
秀
和
氏
（
再
）、
鳥
海
稔
雄

　昭和14年 長野県生まれ（76歳） 36年 
東京農業大学農学部農学科卒 58年 神奈
川県議会議員当選（7期連続28年間） 平
成7年 学校法人東京農業大学理事（現職） 
11年 第92代神奈川県議会議長、神奈川
県農業会議会長 15年 藍綬褒章受章（地方
自治功労） 24年 東京農業大学校友会会長
（現職） 26年 神奈川県選挙管理委員会委
員長職務代理（現職）、旭日中綬章受章

三
み よ し

好吉
よしきよ

清氏のプロフィール
＜平成27年6月現在＞

 

校
友
会
会
長
に
三
好
吉
清
氏
を
再
選

　
　
　
　

理
事・監
事
選
挙
を
施
行

氏
（
新
）、宮
林
茂
幸
氏
（
新
）、

横
澤
馨
氏
（
再
）
を
指
名
、
審

議
の
結
果
、
異
議
な
く
承
認
さ

れ
た
。
代
表
監
事
に
は
福
浜
満

氏
が
互
選
に
よ
り
選
出
さ
れ
た

（
新
役
員
名
簿
参
照
、
選
挙
結

果
は
６
面
に
掲
載
）。

事
５
人
を
含
め
理
事
25
人
、
監

事
３
人
の
陣
容
で
、
合
議
制
を

基
本
に
校
友
会
と
大
学
の
発
展

の
た
め
に
活
動
し
て
い
き
た

い
。
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い

し
た
い
」
と
語
っ
た
。

ま
た
、
校
友
会
事
務
局
長
の

小
野
氏
は
常
任
理
事
兼
事
務
局

長
と
し
て
校
友
会
を
支
え
て
い

く
こ
と
と
な
っ
た
。

永
年
に
わ
た
り
常
任
理
事

と
し
て
校
友
会
を
リ
ー
ド
し
て

き
た
尾
崎
義
人
氏
（
昭
36
林
）、

佐
藤
勝
彦
氏
（
昭
46
農
）、
福

島
哲
男
氏
（
昭
36
経
）
は
勇
退

し
た
。

代議員２１０人が出席した通常総会

　

理
事
の
若
返
り
が
進
む

　
　

小
野
事
務
局
長
が

　
　　
　
　

常
任
理
事
に

平 成２7年 度 通常 総 会

事業計画・予算など承認
全国から代議員２１０人が出席
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平
成
27
年
度
東
京
農
業
大
学

校
友
会
通
常
総
会
が
横
井
講
堂

に
て
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
、

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

今
年
に
入
っ
て
か
ら
、
学
校

法
人
な
ら
び
に
東
京
農
業
大
学

の
現
在
を
構
築
さ
れ
た
西
郷
光

彦
元
理
事
長
が
１
月
に
、
松
田

藤
四
郎
前
理
事
長
・
元
学
長
が

３
月
に
、
相
次
い
で
ご
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
お
二
人
は
東
京
農

業
大
学
、
東
京
情
報
大
学
の
今

日
の
姿
を
創
り
、
リ
ー
ド
さ
れ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
お

悔
や
み
申
し
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

昨
今
の
日
本
経
済
は
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
に
よ
っ
て
、
株
価
は

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
前
ま
で
戻

り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
一
方
で

は
地
方
と
首
都
圏
と
の
経
済
格

差
が
広
が
り
、
将
来
的
に
日
本

の
人
口
は
大
き
く
減
少
し
て
し

　

校
友
会
通
常
総
会
に
ご
出
席

の
皆
さ
ま
方
に
は
、
日
頃
か
ら

校
友
会
活
動
を
通
じ
て
本
学
に

ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
と
と
も
に
、
創
立
１
２
５
周

年
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
こ
と
に
心
よ
り
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

来
年
１
２
５
周
年
を
迎
え
ま

す
が
、
名
門
と
評
価
さ
れ
る
大

学
は
、
明
治
中
期
ま
で
に
創
立

さ
れ
て
い
ま
す
。
本
学
も
そ
の

名
門
大
学
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。

　

名
門
で
あ
り
続
け
る
た
め
に

は
、
日
本
の
人
口
が
減
少
し
、

世
界
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る

中
、
本
学
の
ブ
ラ
ン
ド
設
計
や

グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
い
か
に
図
る

か
、
わ
れ
わ
れ
は
本
学
の
建
学

精
神
を
い
か
に
新
し
い
時
代
に

適
応
さ
せ
て
い
く
か
と
い
う
時

代
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　

国
内
１
億
２
０
０
０
万
人
の

市
場
で
は
な
く
て
、
２
０
５
０

ま
う
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
教
育
を

預
か
る
学
校
法
人
と
し
て
は
、

人
口
減
少
は
避
け
て
通
る
こ
と

の
で
き
な
い
課
題
で
す
。
若
い

人
た
ち
の
た
め
に
、
非
正
規
雇

用
や
経
済
格
差
が
な
い
社
会
を

つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
は
、
子
育
て
の
し

や
す
い
環
境
の
創
造
な
ど
を
全

国
的
に
支
援
し
て
い
た
だ
か
な

い
と
、
来
る
２
０
１
８
年
の
少

子
化（
18
歳
齢
人
口
減
少
問
題
）

で
大
学
運
営
が
維
持
で
き
な
く

な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ

は
、
日
本
経
済
の
発
展
の
た
め

に
も
基
本
的
な
基
盤
で
あ
り
ま

す
の
で
、
政
府
に
は
ぜ
ひ
対
策

を
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
お

年
以
降
90
億
人
に
達
す
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
る
世
界
の
市
場
を

目
指
し
て
、
戦
略
を
立
て
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
が
日
本
の
現
状
で
あ
り
、

東
京
農
業
大
学
が
そ
こ
で
ど
の

よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く

か
と
い
う
こ
と
が
問
わ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

　

本
学
は
「
人
物
を
畑
に
還
（
か

え
）
す
」
と
い
う
建
学
の
精
神

の
も
と
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
育

成
か
ら
、世
界
の
各
地
域
の
リ
ー

ダ
ー
育
成
に
転
換
し
て
い
け
る

か
、
ま
た
、
従
来
は
農
業
を
中

心
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
は
、
生
命
、
食
料
、
健

康
、
環
境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い

う
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
の
中
で
、

り
ま
す
。
地
方
創
世
が
重
要
と

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
現
実

に
早
急
な
再
生
が
で
き
る
の

か
、
地
域
に
よ
っ
て
は
難
し
い

状
況
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
が
基
盤

と
す
る
農
業
・
農
村
地
域
の
社

会
発
展
が
な
け
れ
ば
、
東
京
農

業
大
学
の
基
盤
は
盤
石
に
は
い

き
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
を
考
え

つ
つ
、
東
京
農
業
大
学
の
将
来

を
考
え
ま
す
と
、
求
め
る
人
材

源
を
ど
こ
に
置
く
か
、
ど
う
い

う
人
材
を
求
め
る
か
、
グ
ロ
ー

バ
ル
に
海
外
諸
国
か
ら
学
生
を

呼
び
込
む
の
か
、
そ
れ
と
も
わ

れ
わ
れ
が
海
外
に
出
て
行
く
の

か
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
考
え

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
ど
の
よ
う

に
リ
ー
ダ
ー
を
輩
出
し
て
い
く

か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
転
換
の
成
功
い
か
ん
に

よ
り
、
次
の
１
２
５
年
を
ど
う

や
っ
て
迎
え
る
か
と
い
う
こ
と

に
な
る
わ
け
で
す
。
当
然
、
そ

の
実
現
に
は
、
次
の
世
代
、
そ

の
次
の
世
代
の
人
た
ち
の
活
躍

が
大
き
く
望
ま
れ
ま
す
。

　

今
年
の
卒
業
生
は
３
４
２
９

人
で
あ
り
、
全
国
の
大
学
の
中

で
28
か
29
番
目
の
数
で
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
れ
ら
卒
業
生
に
対
す

る
求
人
数
は
９
０
０
０
社
に
及

び
ま
す
。
昨
年
か
ら
１
０
０
０

社
も
大
き
く
増
え
、
来
年
の
求

人
数
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
景

気
回
復
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

て
お
か
な
い
と
大
学
の
存
続
は

難
し
く
な
っ
て
い
く
、
こ
ん
な

こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
昨
今
危

惧
し
て
い
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

大
学
、
高
校
そ
れ
か
ら
中
学

ま
で
、
こ
の
大
き
な
組
織
を
将

来
的
に
ど
の
よ
う
な
方
向
に
発

展
さ
せ
て
い
く
か
検
討
し
、
校

友
の
皆
さ
ま
方
の
ご
意
見
も
伺

い
な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

法
人
は
東
京
農
業
大
学
以
外

に
も
東
京
情
報
大
学
、
高
等
学

校
や
中
学
校
も
抱
え
て
お
り
ま

す
が
、
安
閑
と
し
て
い
ら
れ
る

状
況
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ

を
し
っ
か
り
や
ら
な
い
と
東
京

農
業
大
学
の
足
を
引
っ
張
っ
て

中
で
も
本
学
へ
の
期
待
の
大
き

な
表
わ
れ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
食
品
関
係
で
卒

業
生
が
一
番
多
い
と
こ
ろ
は
キ

ユ
ー
ピ
ー
で
す
。
２
番
目
は
山

崎
製
パ
ン
で
、
最
近
の
出
身
大

学
別
の
採
用
数
で
は
農
大
が
１

位
だ
そ
う
で
す
。
そ
の
他
、
名

だ
た
る
食
品
関
連
産
業
な
ど
で

多
く
の
卒
業
生
が
活
躍
し
て
お

り
ま
す
。

　

求
人
が
来
る
と
い
う
こ
と
は
、

そ
れ
だ
け
東
京
農
大
の
学
生
が

ほ
し
い
。そ
れ
は
、本
学
の
教
育・

研
究
方
針
や
社
会
的
な
役
割
と

い
う
の
が
高
く
評
価
を
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

　

公
務
員
に
つ
い
て
は
、
特
に

し
ま
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い

と
危
惧
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
現
在
の
組

織
・
運
営
体
制
の
整
備
を
し
っ

か
り
と
し
た
も
の
に
す
る
必
要

が
あ
る
と
つ
く
づ
く
感
じ
て
い

る
次
第
で
す
。

　

大
学
の
教
育
環
境
整
備
は

随
時
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
古
い
講
義
棟
は

な
く
な
り
ま
し
た
。
厚
木
キ
ャ

ン
パ
ス
に
も
新
学
生
会
館
の

建
設
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
新
た

な
研
究
棟
建
設
も
検
討
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
段
階
に
き

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
環
境
整

備
に
は
耐
震
化
も
必
要
で
す
。

将
来
、
大
き
な
地
震
が
来
る

か
も
知
れ
な
い
の
で
、
こ
れ

に
備
え
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。

常
に
災
害
リ
ス
ク
も
考
え
な

が
ら
、
環
境
整
備
を
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

地
方
公
務
員
の
採
用
が
昨
年
よ

り
40
人
も
増
加
し
ま
し
た
。
ま

た
教
員
採
用
に
つ
い
て
も
、
卒

業
生
の
皆
さ
ま
に
大
変
な
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

重
要
な
教
育
研
究
で
す
が
、

大
学
院
進
学
者
は
３
４
０
人
ほ

ど
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
の
複
雑

化
し
た
社
会
の
中
に
あ
り
、
経

済
状
況
が
芳
し
く
な
い
時
代
に

お
い
て
は
、
学
部
卒
業
生
よ
り
、

修
士
課
程
の
プ
ラ
ス
２
年
間
を

学
ん
だ
学
生
の
方
が
社
会
に
対

す
る
適
応
力
が
高
い
と
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。
社
会
の
要
請
に

応
え
る
べ
く
、
学
部
４
年
プ
ラ

ス
大
学
院
２
年
の
６
年
一
貫
教

育
を
目
指
し
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

国
際
化
の
推
進
で
す
が
、
昨

年
は
ラ
オ
ス
国
立
大
学
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
イ
エ
ジ
ン
農
科
大
学

と
協
定
し
、
こ
れ
で
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
諸
国
す
べ
て
に
海
外
協
定
校

を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
教
育
研
究
の
充
実
を

図
り
、
世
界
に
発
信
で
き
る

よ
う
に
進
め
て
い
か
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
で
学
校

法
人
、
そ
し
て
東
京
農
業
大
学

の
発
展
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
東
京
農
業
大
学
創

立
１
２
５
周
年
事
業
に
対
す

る
ご
支
援
も
お
願
い
し
て
お

り
ま
す
が
、
校
友
16
万
余
人
は

日
本
全
国
津
々
浦
々
、
南
米
・

東
南
ア
ジ
ア
地
域
ま
で
人
材

を
輩
出
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

こ
の
校
友
組
織
か
ら
大
学
な

ら
び
に
学
校
法
人
へ
の
ご
支

援
を
ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
東
京
農
業
大
学

へ
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
て
、

私
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

南
ア
ジ
ア
で
は
ス
リ
ラ
ン
カ
の

ペ
ラ
デ
ニ
ア
大
学
、
ま
た
、
世

界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
大
学
、
米

国
の
コ
ー
ネ
ル
大
学
と
も
協
定

を
結
び
、
こ
の
締
結
に
よ
り
本

学
の
評
価
が
ま
す
ま
す
高
ま
り

ま
し
た
。

　

今
後
、
中
国
の
上
海
交
通
大

学
、
西
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
学
と

も
結
ぶ
こ
と
が
決
定
し
て
お
り
、

２
０
２
０
年
ま
で
に
は
海
外
協

定
校
を
50
校
ほ
ど
に
増
や
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
学
の
現
状
の
一
端
を
お
話

し
い
た
し
ま
し
た
が
、
ぜ
ひ
と

も
ご
理
解
賜
り
、
各
地
域
で
本

学
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
す
る
次
第
で

ご
ざ
い
ま
す
。
校
友
会
は
大
学

と
現
役
学
生
の
応
援
団
、
い
わ

ば
サ
ポ
ー
タ
ー
で
す
の
で
、
今

後
と
も
物
心
両
面
の
ご
支
援
を

賜
り
た
く
重
ね
て
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

代
議
員
各
位
に
は
、
ご
出
席

を
い
た
だ
き
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
総
会
も
年
々
盛
会
に
な
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
方

の
ご
協
力
の
た
ま
も
の
で
あ

り
、
皆
さ
ま
方
が
い
か
に
母
校

へ
の
関
心
が
深
い
か
を
示
す
も

の
で
喜
ば
し
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
早
い
も

の
で
４
年
以
上
が
経
過
い
た
し

ま
し
た
。
今
も
復
旧
・
復
興
に

多
く
の
関
係
者
が
懸
命
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
避
難
者
約
23

万
人
が
、
依
然
と
し
て
不
便
な

生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

原
発
・
放
射
能
処
理
に
つ
い
て

も
、
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

母
校
は
、
被
災
地
の
在
学
生

や
新
入
生
の
授
業
料
の
免
除
措

置
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
福
島

県
相
馬
市
で

は
東
日
本
プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
活
動
を
展

開
、
地
域
農
業
の
復
旧
の
手
助

け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
経
済
は
デ
フ
レ
脱
却
に

向
け
た
諸
施
策
に
よ
り
一
部
の

産
業
な
ど
で
高
い
収
益
が
見
込

ま
れ
、
賃
金
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

が
行
わ
れ
る
な
ど
、
好
転
の
兆

し
が
見
え
始
め
て
い
ま
す
が
、

私
生
活
面
で
は
そ
の
実
感
は
あ

り
ま
せ
ん
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
も
日

米
間
で
一
定
の
進
展
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
国
内
農
業
が

壊
滅
的
な
状
況
に
追
い
込
ま
れ

る
と
の
懸
念
も
あ
り
、
目
が
離

せ
な
い
状
況
で
す
。

　

先
に
は
Ｊ
Ａ
全
中
を
中
心
と

す
る
農
協
改
革
で
、
わ
れ
わ
れ

の
仲
間
で
あ
る
萬
歳
会
長
が
任

期
中
途
で
退
任
表
明
す
る
な

ど
、
官
邸
主
導
の
政
策
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、

集
団
的
自
衛
権
行
使
を
可
能
と

す
る
安
全
保
障
議
論
な
ど
、
目

ま
ぐ
る
し
く
情
勢
が
変
化
し
よ

う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
母
校
で
は
大
澤
理
事

長
、
髙
野
学
長
の
強
い
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
で
、
教
育
環
境
の

充
実
や
学
生
支
援
の
強
化
な
ど

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
入
学
志
願
者
数
、
就
職
率

な
ど
、
ま
さ
に
順
調
な
歩
み
を

続
け
て
お
り
ま
す
。

　

校
友
会
は
、
16
万
２
９
０
０

余
人
と
な
り
大
学
や
県
支
部
と

連
携
を
図
り
各
種
活
動
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
各
県

支
部
も
支
部
長
を
中
心
に
活
発

な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

各
種
の
活
動
の
中
で
提
起
さ

れ
た
要
望
は
、
重
点
事
項
と
し

て
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
２
月
20

日
の
全
国
支
部
長
会
議
で
組
織

討
議
を
行
い
ま
し
た
。
多
く
の

要
望
事
項
が
あ
り
ま
し
た
が
、

学
校
法
人
と
大
学
の
ご
理
解
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
一
つ
一
つ

解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
こ

れ
か
ら
も
精
い
っ
ぱ
い
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

提
案
し
て
お
り
ま
す
事
業
報

告
と
事
業
計
画
の
う
ち
主
な
事

項
を
ご
報
告
し
ま
す
。

　

一
つ
目
は
１
２
５
周
年
記
念

の
募
金
で
す
。
校
友
会
組
織
一

丸
と
な
っ
て
協
力
す
る
旨
を
全

国
支
部
長
会
議
で
採
択
、
県
別

目
標
を
機
関
決
定
し
て
活
動
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
３
月
末

の
実
績
は
１
億
６
９
１
５
万
円

で
す
。
経
済
情
勢
が
思
わ
し
く

な
い
中
、
感
謝
申
し
上
げ
、
引

き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

二
つ
目
は
地
域
後
継
者
推
薦

入
試
で
す
。
こ
の
入
試
は
農
大

独
自
の
制
度
で
あ
り
、
卒
業
後

は
出
身
地
の
後
継
者
と
な
る
こ

と
で
す
。
与
え
ら
れ
た
制
度
の

枠
組
み
の
中
で
、
ご
推
薦
を
賜

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
海
外
支
部
と
の
交

流
で
あ
り
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
進
展
と
と
も
に
、
母
校
も

多
く
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
て

い
ま
す
。
校
友
会
も
国
際
化
の

視
点
で
活
動
す
る
時
期
を
迎
え

て
い
ま
す
。
昨
年
は
タ
イ
支
部

と
の
交
流
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
来
年
９
月
下
旬
に
１
２
５

周
年
記
念
事
業
と
し
て
世
界
校

友
大
会
を
行
う
準
備
を
開
始
し

ま
し
た
。
海

外
支
部
校
友

を
招
待
し
て

式
典
と
交
流

会
を
行
う
予

定
で
す
。

　

四
つ
目
は
、
年
々
激
化
す
る

箱
根
駅
伝
で
す
が
10
月
の
予
選

会
を
突
破
し
て
本
戦
に
出
場
し

て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

農
大
ス
ポ
ー
ツ
の
強
化
に
つ
い

て
は
、
全
国
か
ら
強
い
要
望
が

あ
り
ま
す
。
全
国
支
部
長
会
議

の
場
で
髙
野
学
長
か
ら
心
強
い

ご
決
意
を
得
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

校
友
会
役
員
は
こ
の
総
会
で

任
期
満
了
と
な
り
ま
す
。
退
任

さ
れ
る
方
々
に
は
、
４
年
間
ご

尽
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

新
し
く
選
任
さ
れ
た
２
１
８

人
の
代
議
員
で
、
校
友
会
を
運

営
す
る
新
理
事
を
決
め
る
選
挙

を
行
う
予
定
で
あ
り
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

東
京
農
業
大
学
校
友
会
会
長

三
好　

吉
清

　

 

来
賓
祝
辞　
要
旨

学
校
法
人
東
京
農
業
大
学
理
事
長

大
澤　

貫
寿

　

 

来
賓
祝
辞　
要
旨

東
京
農
業
大
学
学
長
・
同
短
期
大
学
部
学
長

髙
野　

克
己

校
友
会
通
常
総
会 

あ
い
さ
つ　
要
旨
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母
校
だ
よ
り

人
事・授
与 

（
順
不
動
、
敬
称
略
）

【
平
成
27
年
５
月
19
日
】

▼
称
号
授
与

東
京
農
業
大
学
名
誉
教
授 

後
藤　

逸
男

東
京
農
業
大
学
名
誉
教
授 
中
里　

厚
実

東
京
農
業
大
学
名
誉
教
授 
鈴
木　

和
春

東
京
農
業
大
学
名
誉
教
授 
小
林　
　

純

東
京
農
業
大
学
名
誉
教
授 

高
橋　

久
光

東
京
農
業
大
学
名
誉
教
授 

門
間　

敏
幸

【
平
成
27
年
５
月
21
日
】

▼
称
号
授
与

東
京
農
業
大
学
名
誉
教
授 

横
濱　

道
成

東
京
農
業
大
学
名
誉
教
授 

橋
詰　

良
一

【
平
成
27
年
７
月
16
日
】

▼
任
用

東
京
情
報
大
学
学
長 

鈴
木　

昌
治

【
平
成
27
年
６
月
１
日
】

▼
所
属
変
更

農
学
部
教
授 

祐
森　

誠
司

（
農
学
部
畜
産
学
科
）

【
平
成
27
年
10
月
１
日
】

▼
教
授
昇
格

地
域
環
境
科
学
部
森
林
総
合
科
学
科 

関
岡　

東
生

短
期
大
学
部
生
物
生
産
技
術
学
科 

上
地　

由
朗

理
事
長
に
大
澤
貫
寿
氏
が
再
任

　
　
　
　
常
務
理
事
に
髙
野
克
己
氏
と
古
谷
勇
治
氏
が
就
任

学
校
法
人
理
事
・
監
事
の
任

期
満
了
に
伴
う
選
任
選
挙
な
ど

が
施
行
さ
れ
、
理
事
14
人
と
監

事
３
人
が
決
ま
っ
た
。

平
成
27
年
７
月
16
日
に
開

か
れ
た
新
理
事
会
の
互
選
で
大

澤
貫
寿
理
事
長
が
再
任
、
同
22

日
の
理
事
会
で
常
務
理
事
に
髙

野
克
己
東
京
農
業
大
学
学
長
、

古
谷
勇
治
法
人
本
部
長
が
就
任

し
た
。

ま
た
、
校
友
評
議
員
推
薦
委

員
会
で
承
認
さ
れ
た
校
友
評
議

員
か
ら
、三
好
吉
清（
昭
36
農
）、

尾
崎
義
人
（
昭
36
林
）、
福
島

哲
男（
昭
36
農
）、菅
原
哲
朗（
昭

42
経
）
の
４
氏
が
、
学
校
法
人

理
事
に
選
任
さ
れ
た
。

大
澤
理
事
長
は
「
皆
さ
ま
の

ご
推
薦
を
受
け
、
理
事
長
と
し

て
再
任
さ
れ
た
。
あ
ら
た
め
て

本
法
人
の
将
来
に
対
す
る
責
任

の
重
大
さ
を
感
じ
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
だ
。
こ
れ
か
ら
も

ご
支
援
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

役　　　員 評　議　員

理　事　長
常 務 理 事

理　　　事

監　　　事

大澤　貫寿
髙野　克己
古谷　勇治
鈴木　昌治
岡島　秀治
志和地弘信
渡部　俊弘
渡邉　文雄
尾崎　義人
菅原　哲朗
福島　哲男
三好　吉清
鈴木　昭憲
染　　英昭

會田　勝美
今井　教文
髙梨　雅明

髙野　克己
鈴木　昌治
小泉　幸道
夏秋　啓子
渡部　俊弘
鈴木　敏郎
新村　洋一
麻生　　恵
友田　清彦
黒瀧　秀久
三宅　修平
安藤　達彦
岡島　秀治
村　　清司
板垣啓四郎
古谷　勇治
舟山　　亮
廣谷　淳一
三好　吉清
池内　隆英
石川　浩一
伊藤　　薫
上田　　勉
小川　　博
金子　忠一
佐藤　広顕
志和地弘信

手島　秀樹
新部　昭夫
原　　　朗
松丸　禎二
安井　和男
渡邉　文雄
阿曽田　清
尾崎　義人
小野　甲二
小泉　　勉
小桧山善継
佐竹　弘通
佐藤　四郎
菅原　哲朗
髙野　三郎
高橋　敬明
鶴丸　哲司
福島　哲男
外園　　　
杢代　鉄幸
浅見　紀夫
海野　一幸
小林　常良
田沼　征彦
水谷　洋一
西　太一郎
萬歳　　章

学校法人東京農業大学役員・評議員一覧　青色が校友評議員
〔平成27年7月22日現在〕

※記載順は、学校法人東京農業大学寄付行為に定められた順番で記載しております。

栄
養
学
科
創
設
60 

周
年
記
念

式
典
が
10
月
３
日
に
百
周
年
記

念
講
堂
で
開
か
れ
た
。
学
科
同

窓
会
で
あ
る
「
千
頴
会
」
の
３

０
０
人
を
超
え
る
会
員
、
学
科

ゆ
か
り
の
諸
先
生
、
２
年
次
在

籍
の
学
生
ら
が
出
席
し
た
。
髙

野
克
己
学
長
、
大
澤
貫
寿
理
事

長
、
三
好
吉
清
校
友
会
会
長
ら

来
賓
も
多
数
出
席
し
た
。

栄
養
学
科
は
、
昭
和
31
年
４

月
に
東
京
農
業
大
学
短
期
大
学

栄
養
科
と
し
て
創
設
。
平
成
３

年
に
東
京
農
業
大
学
短
期
大
学

部
栄
養
学
科
と
改
称
、
今
日
ま

で
栄
養
士
養
成
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
き
た
。

栄
養
学
科
の
特
徴
は
、
農

大
が
生
産
科
学
を
攻
究
す
る
も

の
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
、
消
費

科
学
の
新
風
を
吹
き
込
ん
だ
こ

と
、
ま
た
農
大
が
初
め
て
本
格

的
な
女
子
教
育
に
着
手
し
た
こ

と
に
あ
る
。
先
の
大
戦
で
国
土

が
荒
廃
、
食
料
不
足
で
国
民
の

栄
養
失
調
が
大
き
な
社
会
問
題

で
あ
っ
た
中
、
第
４
代
・
千
葉

三
郎
学
長
は
、
栄
養
士
養
成
が

必
須
と
考
え
、
親
交
の
あ
っ
た

国
際
医
学
協
会
の
石
橋
長
英
理

事
長
に
創
設
の
任
を
託
さ
れ

た
。
石
橋
先
生
は
「
農
学
と
医

学
が
連
携
し
、
栄
養
学
の
新
し

い
分
野
を
開
拓
す
る
」
と
い
う

理
念
で
「
農
大
に
生
ま
れ
た
農

大
で
し
か
成
し
得
な
い
栄
養
科

の
育
成
に
努
力
し
た
い
」
と
し

た
。
ま
さ
に
「
前
人
未
到
の
地

を
開
く
」
信
条
の
下
に
栄
養
科

を
創
設
、
初
代
学
科
長
と
な
っ

た
。学

科
は
、
旧
陸
軍
将
校
ク

ラ
ブ
の
建
物
を
栄
養
科
本
館
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
大
学
の

栄
養
士
養
成
に
対
す
る
理
解
と

協
力
で
現
在
の
栄
養
学
科
の
教

育
・
研
究
環
境
は
、
国
内
の
短

期
大
学
栄
養
士
養
成
で
最
高
峰

に
達
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
今

日
ま
で
の
学
科
の
繁
栄
は
、
８

０
０
０
余
人
の
同
窓
生
、
千
頴

会
会
員
、
熱
い
思
い
で
教
育
・

研
究
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
先

輩
諸
先
生
方
の
ご
努
力
の
上
に

成
り
立
っ
て
い
る
。

還
暦
を
迎
え
た
節
目
の
年

を
迎
え
、
本
学
科
は
平
成
28
年

3
月
31
日
に
閉
学
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
18
歳
人
口
が
大
き
く

減
少
化
す
る
中
で
、
短
期
大
学

進
学
希
望
者
の
減
少
に
合
わ
せ

た
も
の
。
大
学
自
体
も
時
代
に

即
し
た
教
育
・
研
究
環
境
の
向

上
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
各
大

学
と
も
生
き
残
り
を
か
け
た
改

革
を
進
め
て
お
り
、
本
学
も
学

部
・
学
科
改
革
が
計
画
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
本

学
科
の
学
生
定
員
を
現
在
の
応

用
生
物
科
学
部
栄
養
科
学
科
に

移
管
す
る
。
こ
の
学
科
は
管
理

栄
養
士
養
成
に
一
本
化
す
る
こ

と
で
、
栄
養
士
養
成
教
育
を
よ

り
発
展
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ

た
。卒

業
生
か
ら
は
、
本
学
科
の

閉
学
を
惜
し
む
声
も
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
る
が
、
農
大
で
栄
養

学
を
学
び
た
い
と
す
る
優
秀
な

若
者
た
ち
の
た
め
に
、
そ
の
道

を
開
い
て
い
く
こ
と
は
わ
れ
わ

れ
の
使
命
と
思
う
。
卒
業
生
は

じ
め
関
係
の
皆
さ
ま
方
に
は
、

ど
う
か
ご
理
解
を
賜
り
た
い
。

短
期
大
学
栄
養
学
科
の
歩

は
60
年
で
止
ま
る
が
、
本
学
科

の
存
在
は
東
京
農
業
大
学
の
歴

史
の
中
に
永
遠
に
刻
ま
れ
、
石

橋
先
生
の
理
念
と
信
条
は
４
年

制
の
栄
養
科
学
科
に
脈
々
と
引

き
継
が
れ
て
い
く
も
の
と
信
じ

て
い
る
。

10
月
15
日
、
東
京
農
業
大

学
厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
学
生
会
館

が
完
成
し
た
。
建
物
の
概
要
は

鉄
骨
造
地
下
１
階
地
上
４
階
建

て
、
延
床
面
積
は
約
４
４
０
０

平
方
㍍
。１
階
に
は
ラ
ウ
ン
ジ
、

２
〜
４
階
を
中
心
に
部
室
を
配

置
し
、
宿
泊
機
能
も
備
え
て
い

る
。建

物
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し

て
、〝
農
〞
の
舞
台
＝
〝
Ｎ
Ｏ

Ｕ
〞
Ｂ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｉ
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、〝
学
生
の
活
動
ス
テ
ー

ジ
〞
を
〝
農
舞
台
〞
に
見
立
て
、

「
ア
グ
リ
ラ
ウ
ン
ジ
」、「
ア
グ

リ
キ
ッ
チ
ン
」、「
ア
グ
リ
テ
ラ

　森林総合科学科は来年に創設70周年を迎えることになりまし
た。昭和22年、千葉県茂原市に専門部林業科として開設され、こ
れまで9,000余人の卒業者を輩出してきました。創設当初からわ
が国の民有林の在り方、現代は環境財としての森林整備の在り方
などを探求してきました。また、環境の時代の森林・林業・林産業
や地域リーダーの養成など、特徴ある実践教育・研究を進めてい
ます。70周年のこの機会に皆さまにこれまでの学科の足跡とこれ
からの意気込みを知っていただきたく、記念事業を遂行中です。林
学同窓生には、その意を介して式典に出席を賜りますようお願いし
ます。また、寄付もお願いいたします。

70周年記念式典日時（予定）
2016年５月22日（日）世田谷キャンパス横井講堂

13：00～開催

東京農業大学森林総合科学科（林学科）
創設70周年記念事業実行委員長　中村幸人

森林総合科学科70周年記念式典
2016年5月22日（日）横井講堂で開催＜予告＞

ス
」、「
ア
グ
リ
広
場
」
と
い
っ

た
要
素
を
取
り
入
れ
た
施
設
構

成
と
な
っ
て
い
る
。

厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け

る
学
生
課
外
活
動
の
新
拠
点
と

し
て
、
有
意
義
な
キ
ャ
ン
パ
ス

ラ
イ
フ
の
一
助
と
な
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

厚木キャンパス学生会館が完成
学生課外活動の新拠点に

短
期
大
学
部
栄
養
学
科
創
設
60
周
年
記
念
式
典

新
年
度
か
ら
４
年
制
に
引
き
継
ぐ

東
京
農
業
大
学
短
期
大
学
部
栄
養
学
科
長
　

教
授　

古
庄　

律
アグリ広場（中庭）

完成した学生会館

昭
和
31
年
4
月
に

学
科
を
創
設

管
理
栄
養
士
養
成
に
一
本
化

平
成
28
年
3
月
31
日
で
閉
学

式典であいさつする髙野克己学長
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海外大学と学術協定
共同研究や交流に期待

受賞名 受賞者名 受賞内容等

みどりの学術賞を受賞 進士五十八名誉教授 日本庭園と農の融合による『みどりのまちづくり』の計画・政策・実践
に関する功績

平成27年農業農村工学会賞功労賞受賞 高橋敬明氏（昭43工）校友会広島県支部長 広島県における農業農村整備事業の推進および技術者育成への貢
献が評価

タイ国タマサート大学名誉賞ならびに科学技術学部
貢献慰労賞受賞 豊原秀和名誉教授（校友会常任理事） タマサート大学学生の日本での農業実習への貢献とヤムイモの研究

などへの評価
2015年度農業問題研究学会奨励賞受賞 堀部篤准教授（食料環境経済学科） 著作「『地方分権改革』と農業補助金」が評価

公益社団法人日本造園学会90周年記念全国大会優
秀賞受賞

大学院農学研究科チエイウエイイさん（造園学
専攻博士前期課程2年）、汪ギヨクテイさん（造
園学専攻博士前期課程1年）

公園の未来について、ラディカルで新しい考え方の発想と具体的な
空間デザインとビジョンを提案

日本乳酸菌学会2015年度大会で若手優秀発表受賞 新穂高さん（食品香粧学科専攻博士後期課程3
年）

「Lactobacillus paracasei における脱アセチル化酵素サーチュ
インの機能解析」が評価

日本食品保蔵科学会40周年記念大会優秀ポスター賞
受賞 伊藤圭亮さん（畜産学専攻 博士前期課程2年） 乳酸菌を用いた鶏卵の発酵についてが評価

第13回微量元素の生物地球化学に関する国際会議
ポスター賞を受賞 齋藤彰宏助教ら（生物応用化学科） 微量元素の生物地球化学に関する研究

第5回国際野生生物管理学会特別賞を受賞 羽根田貴行さん（生物産業学専攻博士後期課
程3年）

日本食品科学工学会第62回大会第11回若手の会
優秀ポスター発表企業賞を受賞　

山岸彩乃さん（農芸化学専攻博士前期課程2
年）、尾関峻輔さん（食品香粧学専攻博士前期
課程2年）

アルファ化米が肥満モデルZucker ratの脂質代謝に及ぼす影響」
ならびに「香辛料香気成分による高カテキン緑茶の苦渋味軽減効
果」が評価

環境科学会2015年会優秀発表賞（富士電機賞）受賞 佐藤博紀さん（地域環境科学部森林総合科学
科4年）

「多摩川源流域における気象・地形・植生の変遷に伴う年蒸発散量の
変化」が評価

日本栄養改善学会奨励賞受賞 勝間田真一助教（栄養科学科） リン過剰摂取による骨代謝変動に関する研究が評価
日本農芸化学会2015年度関東支部大会若手優秀
発表賞を受賞 政田尚子さん（醸造学専攻博士前期課程1年） コレステロール生合成阻害活性を有するDecarestrictine H・Jの

合成及び立体化学に関する研究が評価

学 会 賞 な ど 受 賞 者 紹 介 （詳細は東京農業大学ＨＰ（学術）参照）

（平成27年4月～9月30日までの公表分を掲載）

本
学
は
８
月
３
日
、
三
菱
地

所
株
式
会
社
（
千
代
田
区
大
手

町
、
杉
山
博
孝
社
長
）、
一
般

社
団
法
人
大
丸
有
環
境
共
生
型

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
会
（
伊
藤

滋
理
事
長
、
エ
コ
ッ
ツ
ェ
リ
ア

協
会
）
と
包
括
連
携
協
定
を
締

結
し
た
。

三
者
が
協
力
し
合
い
、「
食

東京農業大学が締結したその他の連携協定
〈3月～9月〉

（月日は締結日、詳細は大学ホームページ参照）

●3月21日 生物産業学部と北海道オホーツク総合振興局ならびに北海
道紋別市は、オホーツク地域と紋別地域の活性化に向けて、
相互に連携・協力しながら協働事業に取り組むこととし、包括
連携協定を締結した。

●5月12日 生物産業学部と拓殖大学北海道短期大学は、両者の建学の
精神、教育理念を尊重し、教育研究基盤を相互利活用して学
術研究の交流を図りつつ地域活性化に寄与し、併せて社会
貢献活動をすることを目的として包括連携協力することを締結
し、調印式を行った。

●5月29日 会津若松市、イオンリテールおよび東京農業大学は地域活性
化、地域発展などを目指し、連携協定を結んだ。

地
域
振
興
に
力
発
揮 

企
業
と
包
括
連
携
協
定

三
菱
地
所
な
ど

富
士
通

中
国
上
海
交
通
大
学

農
業
与
生
物
学
院

西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
学

サ
カ
タ
の
タ
ネ

本
学
は
７
月
21
日
、
中
国

上
海
交
通
大
学
農
業
与
生
物
学

院
と
学
術
協
定
を
結
ん
だ
。
中

国
は
、
地
域
格
差
や
環
境
、
さ

ら
に
食
品
安
全
な
ど
で
日
本

と
同
じ
よ
う
な
社
会
問
題
を

多
く
抱
え
て
い
る
。
協
定
に
よ

り
双
方
の
大
学
が
連
携
し
、
こ

れ
ら
の
社
会
問
題
の
解
決
に

臨
む
。

ま
た
、
学
生
が
相
互
交
流

し
、
教
育
効
果
を
高
め
る
。

調
印
式
は
中
国
上
海
市
の

同
学
院
で
行
わ
れ
た
。
本
学
か

ら
は
、
国
際
協
力
セ
ン
タ
ー
志

和
地
弘
信
セ
ン
タ
ー
長
と
鈴
木

貢
次
郎
副
セ
ン
タ
ー
長
が
、
上

海
交
通
大
学
か
ら
は
同
学
院
の

本
学
は
９
月
10
日
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
大
学
で
同
大
学
と
の
学
術
協

周
培
院
長
が
出
席
し
、
調
印
し

た
。上

海
交
通
大
学
は
、
中
国

国
務
院
教
育
部
直
属
の
国
立
総

合
大
学
で
、
第
５
代
国
家
主
席 

江
沢
民
氏
の
出
身
校
と
し
て
有

名
。
国
家
重
点
大
学
で
理
工
系

の
伝
統
が
強
く
、
清
華
大
学
、

北
京
大
学
に
次
ぐ
難
関
校
。
社

会
科
学
か
ら
自
然
科
学
、
基
礎

学
か
ら
応
用
学
ま
で
幅
広
い
学

部
を
備
え
て
い
る
。

上
海
交
通
大
学
で
は
本
学

卒
業
生
が
活
躍
し
て
お
り
、
ま

た
、
周
辺
地
域
に
は
世
界
遺
産

が
あ
る
な
ど
、
教
育
、
研
究
交

流
の
基
盤
が
多
く
あ
る
。
本
学

と
中
国
、
特
に
上
海
地
域
と
の

交
流
が
ま
す
ま
す
発
展
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

生
物
産
業
学
部
と
富
士
通

㈱
は
４
月
10
日
、
協
力
し
て
オ

ホ
ー
ツ
ク
地
区
の
発
展
に
寄
与

す
る
た
め
に
包
括
連
携
協
定
を

締
結
し
た
。
同
学
部
の
研
究
活

動
に
よ
る
専
門
知
識
と
、
同
社

が
事
業
展
開
し
て
き
た
経
営
資

源
を
生
か
し
て
い
こ
う
と
い
う

も
の
。

地
域
活
性
を
担
う
人
材
の

育
成
・
養
成
に
取
り
組
み
、
と

り
わ
け
食
と
農
の
６
次
産
業

化
、
農
商
工
連
携
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
（
社

会
的
課
題
に
取

り
組
む
事
業
活

動
）
の
分
野
で

協
力
し
合
う
。

ま
た
、
地
域

活
性
の
た
め
の

政
策
、
事
業
の

調
査
研
究
と
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

（
技
術
革
新
）
に

関
し
て
は
特
に
、

地
域
の
基
幹
産

業
で
あ
る
農
・

水
産
業
の
振
興

と
情
報
通
信
技

学術協定を締結した国際協力センター志和地弘信センター長（前列左）と
周培院長（同右）

包括的連携協定を締結した三者

食料・環境問題に貢献することを
目的に協定を締結

定
を
締
結
し
た
。
本
学
国
際
協

力
セ
ン
タ
ー
か
ら
坂
田
洋
一
副

セ
ン
タ
ー
長
が
出
席
、
同
大
学

の
ケ
ン
ト
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
副

学
長
と
協
定
書
を
交
わ
し
た
。

西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
学

は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
８
大
学
の

一
角
を
占
め
る
著
名
な
総
合
大

学
。
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
の

首
都
パ
ー
ス
に
あ
り
、
緑
豊
か

な
65
㌶
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
11
学

部
を
構
え
る
。
本
協
定
の
交
流

西オーストラリア大学での調印式、アンダーソン
副学長と坂田国際協力センター副センター長

協定を締結した生物産業学部と富士通の関係者ら

本
学
は
７
月
29
日
、
株
式
会

社
サ
カ
タ
の
タ
ネ
（
横
浜
市
都

筑
区
、
坂
田
宏
社
長
）
と
包
括

連
携
協
定
を
締
結
し
た
。

本
学
は
、
農
業
や
関
連
産
業

の
活
性
化
に
貢
献
す
る
活
動
、

農
業
開
発
へ
の
支
援
を
通
じ
た

国
際
協
力
活
動
を
展
開
し
て
い

る
。
サ
カ
タ
の
タ
ネ
は
、
海
外

19
カ
国
に
25
カ
所
の
研
究
・
生

産
・
営
業
拠
点
を
持
ち
、
１
７

０
カ
国
以
上
に
種
子
を
供
給
す

る
世
界
的
な
種
苗
ブ
ラ
ン
ド
企

業
。
こ
う
し
た
相
互
の
活
動
を

生
か
し
、
地
球
的
規
模
で
の
食

料
・
環
境
問
題
の
解
決
に
貢
献

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。

と
農
」
で
都
市
と
地
方
が
連
携

す
る
拠
点
を
構
築
し
て
い
く
。

術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
の
利
活
用
に
つ

い
て
連
携
し
て
い
く
。

の
中
心
と
な
る
の
が
科
学
部
。

生
命
科
学
と
農
学
の
分
野
の
研

究
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
ラ
ン

キ
ン
グ
１
位
、
世
界
で
24
位
と

高
い
レ
ベ
ル
を
誇
る
。

特
に
乾
燥
地
農
業
に
関
す

る
研
究
は
世
界
の
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
で
著
名
な
研
究
者
を
そ
ろ
え

る
。
学
生
、
教
職
員
の
交
流
、

共
同
研
究
な
ど
の
進
展
が
期
待

さ
れ
る
。

海外大学と学術協定
共同研究や交流に期待
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世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

　

厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ
ン
パ
ス

魅 力 を 知 ら せる キ ャンパ ス 見 学 会

が
始
ま
っ
た
。

　

近
世
以
前
、
家
族
の
衣

類
を
糸
か
ら
紡
ぎ
、
染

め
、
機
で
織
り
、
縫
い
仕

立
て
て
き
た
農
村
の
女
性

た
ち
。
特
に
厳
し
い
自
然

環
境
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た

東
北
で
は
、
限
ら
れ
た
自

然
の
資
源
か
ら
調
達
し
た

「
布
」
を
女
性
た
ち
は
懸

命
に
守
り
継
い
で
き
た
の

だ
。
本
展
示
で
は
「
か
ま

ば
た
織
り
」
や
「
紫
根
染

め
」
を
は
じ
め
と
し
て
、

東
北
地
方
に
今
も
息
づ
く

布
文
化
を
担
っ
て
き
た
女

性
た
ち
の
手
わ
ざ
を
紹
介

す
る
。
麻
、
絹
、
木
綿
と

い
っ
た
素
材
に
よ
る
、
野

良
着
を
中
心
に
赤
子
の
お

く
る
み
や
男
性
の
裃
（
か

み
し
も
）
と
い
っ
た
衣
類

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

東
北
地
方
の
女
性
た
ち
が

大
切
に
守
っ
て
き
た
布
を

通
し
て
、
人
と
自
然
の
関

わ
り
に
触
れ
て
み
て
ほ
し

い
。

■
会
期

　

平
成
27
年
10
月
14
日
㈬

　

平
成
27
年
も
残
す
と
こ

ろ
あ
と
３
カ
月
を
切
っ

た
。
一
年
で
一
番
心
が
落

ち
着
く
季
節
を
感
じ
る
今

日
こ
の
頃
。
大
学
で
は
収

穫
祭
に
向
け
て
準
備
も
い

よ
い
よ
佳
境
に
入
っ
て
き

た
。「
食
と
農
」
の
博
物

館
で
も
大
学
と
歩
調
を
合

わ
せ
て
例
年
通
り
収
穫
祭

を
行
う
。
本
学
卒
業
生

の
合
田
さ
ん
（
秋
田
県
）、

大
嶋
さ
ん
（
茨
城
県
）
の

二
つ
の
農
場
、
長
野
県
Ｊ

Ａ
中
野
市
な
ど
か
ら
、
新

米
を
は
じ
め
秋
の
恵
み
が

今
年
も
た
っ
ぷ
り
と
届
く

予
定
だ
。
そ
の
後
は
11
月

21
、
22
日
に
は
長
野
県
木

祖
村
、
12
月
５
、
６
日
に

は
同
じ
く
長
野
県
の
木
曽

町
の
観
光
と
物
産
展
が
行

わ
れ
る
。
木
曽
の
地
酒
の

新
酒
や
名
産
品
が
ふ
ん
だ

ん
に
取
り
そ
ろ
え
ら
れ

る
。
楽
し
み
に
。

　

10
月
14
日
㈬
か
ら
は
特

別
展
示
「
女
わ
ざ
と
自
然

と
の
か
か
わ
り
」
―
農
を

支
え
た
東
北
の
布
た
ち
―

〜
平
成
28
年
３
月
13
日
㈰

■
イ
ベ
ン
ト

①
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
麻

績
（
つ
ぐ
）
み
と
絹
の
座

繰
（
ざ
ぐ
り
）」
実
演
と

講
演

　

○
上
野
節
子
（
雫
石
麻

の
会
代
表
）、
吉
田
信
子

（
結
工
房
主
宰
）

　

○
11
月
７
日
㈯
13
時
30

分
〜
15
時
30
分

　

○
「
食
と
農
」
の
博
物

館
２
階 

セ
ミ
ナ
ー
室

②
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
バ

イ
ア
ス
の
不
思
議
」

　

○
森
田
珪
子
（
修
紅
短

大
名
誉
教
授
）

　

○
11
月
28
日
㈯
13
時
30

分
〜
15
時
30
分

　

○
「
食
と
農
」
の
博
物

館
２
階 

セ
ミ
ナ
ー
室

　

ま
た
、
１
階
の
展
示
室

で
は
今
年
新
た
に
入
っ
た

ト
ラ
ク
タ
ー
が
３
台
、
圧

倒
的
な
存
在
感
を
見
せ
て

い
る
。
農
大
の
農
場
の
整

備
や
農
業
機
械
実
習
の
授

業
な
ど
で
長
い
間
使
わ
れ

て
き
た
貴
重
な
ト
ラ
ク

タ
ー
の
中
か
ら
選
ん
で
展

示
し
た
も
の
だ
。
こ
れ
も

必
見
。

　

校
友
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
得
て
、「
食

と
農
」
の
博
物
館
も
ま
す

ま
す
充
実
し
て
き
た
。
こ

れ
か
ら
も
当
博
物
館
の
発

展
を
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
８
月
１
日
、
２
日
と
２
日

間
に
わ
た
り
、
本
学
最
大
の

受
験
生
向
け
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が

開
か
れ
た
。
来
場
者
は
約
１

万
人
に
の
ぼ
っ
た
。

主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

各
学
科
の
担
当
教
員
に
よ
る

30
分
の
模
擬
講
義
、
食
品
加

工
技
術
な
ど
を
体
験
す
る
分

野
別
模
擬
実
習
、
一
般
入
試

の
説
明
や
推
薦
入
試
合
格
者

の
体
験
談
が
聞
け
る
入
試
対

策
講
座
、
各
学
科
が
学
科
の

カ
ラ
ー
を
前
面
に
出
し
て
来

場
者
に
学
科
紹
介
す
る
「
学

科
別
マ
ナ
ビ
体
験
」
な
ど
。

中
で
も
学
科
別
マ
ナ
ビ

体
験
で
は
、
各
学
科
と
も
昨

年
よ
り
も
さ
ら
に
内
容
を
向

上
さ
せ
た
。
展
示
だ
け
で
は

な
く
、
実
際
に
体
験
を
し
な

が
ら
学
科
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
る
企
画
に
な
っ

た
。
来
場
し
た
受
験
生
は
、

厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、

８
月
１
、２
日
に
開
か
れ
た
。

２
日
間
で
２
６
８
６
人
が
来

場
し
た
。

正
門
バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー

下
に
学
生
た
ち
が
、圃
場（
ほ

じ
ょ
う
）
に
ダ
イ
コ
ン
の
葉

の
緑
で
『
Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｉ
』
の

文
字
を
描
い
た
。
収
穫
し
た

ダ
イ
コ
ン
は
、
１
２
５
周
年

記
念
の
袋
に
入
れ
て
来
場
者

の
土
産
に
し
た
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

の
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
農

学
科
、
畜
産
学
科
、
バ
イ
オ

セ
ラ
ピ
ー
学
科
の
各
研
究
室

に
分
か
れ
て
、
研
究
室
や
圃

場
な
ど
で
体
験
を
す
る
「
学

科
別
マ
ナ
ビ
体
験
」
と
、
３

学
科
の
教
員
に
よ
る
25
分
の

模
擬
講
義
が
中
心
。
学
科
や

研
究
内
容
の
特
徴
を
つ
か
ん

で
も
ら
え
る
企
画
と
し
た
。

農
学
部
の
特
徴
的
な
施
設
で

あ
る
、
伊
勢
原
農
場
へ
マ
イ

1
万
人
が
来
場
し

学
科
の
魅
力
を
体
験

農
大
初
の
自
己
推
薦
型

入
試
申
込
書
を
配
る

ダ
イ
コ
ン
ア
ー
ト
で
お
迎
え

農
場
見
学
ツ
ア
ー
や
新
企
画
も

オ
ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ
ン
パ
ス

で
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が

７
月
25
、
26
日
に
開
か
れ
た
。

同
時
に
、
東
京
農
大
初
の

自
己
推
薦
型
入
試
「
榎
本
武

揚
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
入
試
」
の

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
配
付
も

始
め
、
全
国
か
ら
受
験
生
や

保
護
者
４
８
０
人
が
来
場
し

た
。「

榎
本
武
揚
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
入
試
」
は
、
自
分
の
目
で

オ
ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
と

周
辺
環
境
を
確
認
し
、
生
物

産
業
学
部
の
４
学
科
の
学
び

を
理
解
し
た
上
で
、
オ
ホ
ー

ツ
ク
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い

と
い
う
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ス

ピ
リ
ッ
ト
に
満
ち
あ
ふ
れ
た

受
験
生
を
広
く
募
集
す
る
も

の
。
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

の
「
学
科
マ
ナ
ビ
体
験
」
は

ツ
ア
ー
型
か
ら
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
型
の
「
学
部
マ
ナ
ビ
探

検
」
へ
と
進
化
し
、
受
験
生

自
ら
各
学
科
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
を
探
し
な
が
ら
４
学

科
を
体
験
す
る
内
容
と
な
っ

た
。昼

食
会
場
で
は
、
在
学

生
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
を
聴
き
な

大
学
案
内
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
見
た
だ
け
で
は
分
か
ら
な

い
、
学
科
の
魅
力
や
面
白
さ

を
体
験
し
た
。

多
く
の
学
生
ス
タ
ッ
フ

が
中
心
と
な
っ
て
来
場
者
の

対
応
を
し
て
い
た
。
は
き
は

き
と
、
そ
し
て
生
き
生
き
と

自
分
の
学
科
を
紹
介
す
る
先

輩
た
ち
を
見
て
、
受
験
生
は

「
農
大
生
の
自
分
」を
イ
メ
ー

ジ
で
き
る
ま
た
と
な
い
機
会

に
な
っ
た
。

ク
ロ
バ
ス
で
送
迎
す
る
農
場

見
学
ツ
ア
ー
も
行
っ
た
。

ま
た
、
新
企
画
と
し
て

保
護
者
向
け
就
職
ガ
イ
ダ
ン

ス
、
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
を

催
し
た
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ

ン
パ
ス
の
４
学
科
を
紹
介
す

る
コ
ー
ナ
ー
、
卒
業
後
の
進

路
や
周
辺
住
宅
情
報
、入
試
・

学
生
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー
に

も
多
く
の
来
場
者
が
訪
れ

た
。休
憩
室
を
兼
ね
た「
パ
ー

ラ
ー
実
学
」
で
は
、
恒
例
の

乳
酸
飲
料
に
加
え
、
農
学
科

と
畜
産
学
科
が
連
携
し
て

作
っ
た
特
製
の
ミ
ッ
ク
ス
ベ

リ
ー
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
提

供
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
を
提

出
し
た
来
場
者
に
は
、
伊
勢

原
農
場
で
栽
培
し
た
植
物
苗

な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。

炎
天
下
の
中
、
学
生
ス

タ
ッ
フ
が
笑
顔
で
元
気
よ
く

対
応
し
た
の
で
、
来
場
者
に

〝
農
大
な
ら
で
は
の
マ
ナ
ビ
〞

を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

が
ら
、「
オ
ホ
ー
ツ
ク
ベ
ー

グ
ル
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
ン
チ

ボ
ッ
ク
ス
」
を
提
供
。
社
会

人
を
対
象
と
し
た
「
オ
ホ
ー

ツ
ク
も
の
づ
く
り
ビ
ジ
ネ
ス

地
域
創
生
塾
」
の
卒
業
生
が

考
案
し
た
、
地
元
食
材
に
こ

だ
わ
っ
た
ラ
ン
チ
ボ
ッ
ク
ス

は
、
普
段
食
べ
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
好
評
だ
っ
た
。

学
外
バ
ス
ツ
ア
ー
は
、
学

生
の
生
活
圏
内
の
紹
介
や
大

学
の
研
究
施
設
は
も
ち
ろ

ん
、
市
民
と
学
生
の
活
躍
の

場
で
あ
る
「
は
な
・
て
ん
と
」

や
「
大
曲
湖
畔
園
地
」
な
ど

も
コ
ー
ス
に
加
え
た
。
ナ

ビ
ゲ
ー
タ
ー
は
オ
ホ
ー
ツ
ク

ブ
ル
ー
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
身
を

包
ん
だ
学
生
ス
タ
ッ
フ
。
自

分
た
ち
の
体
験
を
踏
ま
え
た

ガ
イ
ド
は
、
参
加
者
の
心
に

残
っ
た
。

キャンパス内の圃場に作られたダイコンアート

スタンプラリー説明の後、マナビ探検
スタート

昼食は地元食材満載のオリ
ジナルランチボックス

馬
と
触
れ
合
う
参
加
者

恒
例
の〝
青
山
ほ
と
り
〞で
お
見

送
り（
学
外
バスツ
ア
ー
）

担
当
教
員
に
よ
る
模
擬
講
義

内
容
を
向
上
さ
せ
た
学
科
別

マ
ナ
ビ
体
験

大勢の受験生が参加した入試対策講座
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一
般
入
試
Ⅰ
期・Ⅱ
期

平
成
28
年
度

学　部 学　科 試験日 願書受付 合格発表 Ⅰ期【短期大学部】
札幌・仙台・新潟・名古屋・大阪・広島・福岡・世田谷キャンパス
Ⅰ期【農学部・応用生物科学部・地域環境科学部・国際食料情報学部・生物産業学部】
札幌・仙台・新潟・名古屋・大阪・広島・福岡・大宮・津田沼・松戸・池袋・立川・町田・横浜・世田谷キャン
パス・オホーツクキャンパス
Ⅱ期【生物産業学部・短期大学部】
世田谷キャンパス
　併願について
【農学部・応用生物科学部・地域環境科学部・国際食料情報学部・生物産業学部】
Ⅰ期では、１日の受験につき複数学科の出願が可能です。
また、３日間の試験日から受験日を自由に選択できます。３日間同一学科の受験も可能です。
Ⅱ期は生物産業学部のみ実施します。複数学科の出願および短期大学部の各学科との併願が可能です。

【短期大学部】
Ⅰ期、Ⅱ期ともに、複数学科の出願および生物産業学部の各学科との併願が可能です。

Ⅰ期

農 学 部

全学科
2月3日（水）
2月4日（木）
2月5日（金）

Web 出願のみ
1月6日（水）～1月20日（水）
（最終日は入力15時まで、
郵送は消印有効）

2月13日（土）9時

応用生物科学部
地域環境科学部
国際食料情報学部
生 物 産 業 学 部
短 期 大 学 部 全学科 2月2日（火）

Ⅱ期
生 物 産 業 学 部

全学科 3月4日（金）

Web 出願のみ
2月15日（月）～2月22日（月）
（最終日は入力15時まで、
郵送は消印有効）

3月9日（水）9時
短 期 大 学 部

組 氏　名 在　住 卒　年 学科

1

石塚　幸右衛門 殿
（天野喜之助） 故人 明治26年 育英農業

石塚　幸右衛門 殿
（彬丸） 東京都 昭和38年 農

石塚　武揚 殿 〃 平成15年 国経

2

茂木　邦吉 殿 故人 大正11年 選修
茂木　浩介 殿 千葉県 昭和55年 醸造
西橋　依子殿
（茂木） 〃 昭和56年 栄養

茂木　隆介 殿 〃 平成23年 応醸
茂木　研介 殿 大阪府 平成26年 応醸
茂木　洋介 殿 千葉県 平成26年 応醸

3
前山　茂 殿 故人 昭和32年 経
前山　一男 殿 東京都 昭和58年 経
前山　ひとみ 殿 〃 平成24年 短生

4
霜鳥　直江 殿 故人 平成13年 学
霜鳥　惇 殿 新潟県 昭和45年 工
霜鳥　詩枝 殿 〃 平成09年 短醸

5

谷本　健 殿 和歌山県 昭和34年 短農
明瀬　敦代 殿
（谷本） 栃木県 昭和59年 短栄

明瀬　敏 殿 〃 昭和59年 工
明瀬　晴香 殿 〃 平成24年 応バ

平成27年度第15回ホームカミングデー親子３代卒業特別表彰者

　

第
15
回
目
と
な
る
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
は
、
６
月
20
日

（
土
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
総
数
は
４
８
５
人

（
懇
親
会
参
加
者
３
４
２
人
）

と
参
加
者
は
年
々
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

校
友
会
支
部
か
ら
推
薦
さ
れ

た
親
子
３
代
卒
業
生
５
組
（
左

表
）
が
髙
野
克
己
学
長
か
ら
特

別
表
彰
さ
れ
、
表
彰
者
を
代
表

し
て
石
塚
幸
右
衛
門
（
彬
丸
）

氏
か
ら
謝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
特
別
表
彰
は
来
年
度
も

引
き
続
き
実
施
さ
れ
る
予
定
。

特別表彰された親子3代卒業生ら

ホームカミングデーに４８５人
親子３代卒業生表彰も

東京農業大学校友会会長　三好吉清
　卒業生校友の皆さまにおかれましては、日頃から、母
校・校友会に対するご支援ご協力を賜り、誠にありがとう
ございます。
　伝統あるわが母校は、来年は記念すべき節目の創立125周
年を迎えることとなります。卒業生校友総数は16万2,900余
人とわが国農学系総合大学では名実ともに最大の校友会組
織に発展しております。
　さて、すでに多方面から125周年記念事業資金の募金に
ついて、趣意書を添えてお願い申し上げておりますところ
ですが、校友皆さまの尊いご寄付により記念事業のシンボ
ルとして「東京農業大学国際センター」を建設することに
しております。
　「東京農業大学国際センター」は、国際化社会において
母校が世界の農学系研究の拠点大学として、確固たる地位
を確立し、さらに飛躍するための必要不可欠なミッション
であり、かつ卒業生校友が集える交流施設でもあります。
　校友会は、この記念事業に支援・協力するため、平成25
年７月から平成28年３月までの３年間を集中期間として募
金活動に取り組んでおります。
　校友会では総額２億円を目標としており、平成27年８月
末現在の実績では2,208件・１億3,200万円、目標額の66％と
なっています。
　大学における募金活動はしばらく続きますが、校友会が
組織的に活動する集中期間は、残すところ半年となってお
ります。
　校友各位には、経済状況が芳しくないなかで恐縮です
が、ご賛同いただき、同封しております払込票などでご支
援を賜りますよう切にお願い申し上げます。

創立125周年記念事業資金募金のお願い

代議員区分 氏名 卒業年学科
校友会会長推薦 石川　浩一 昭56農

〃 上原万里子 昭63院農博
〃 緒方　和彦 昭63林
〃 小野　甲二 昭47経
〃 梶山　孝泉 昭58拓
〃 金子　忠一 昭57造
〃 小泉　幸道 昭48醸
〃 志和地弘信 昭59拓
〃 高柳　和直 平01経
〃 豊原　秀和 昭47拓
〃 長島　孝行 昭58院農博
〃 藤枝　　隆 昭56農
〃 舟山　　亮 昭54経
〃 松丸　禎二 昭56農
〃 宮林　茂幸 昭50林

北海道支部長 鶴丸　哲司 昭40林
青森県　〃 三上　光世 昭32農
岩手県　〃 千田　武宏 昭43拓
宮城県　〃 渡邉　康夫 昭39工
秋田県　〃 中田　雅俊 昭46林
山形県　〃 佐々木藤正 昭30農
福島県　〃 小桧山善継 昭44経
茨城県　〃 松本　正宏 昭42経
栃木県　〃 鈴木　崇之 昭50農
群馬県　〃 横澤　　馨 昭38経
埼玉県　〃 外園　　 昭37造
千葉県　〃 鳥海　稔雄 昭35農
東京都　〃 本間　　惇 昭42工
神奈川県　〃 竹内　伸一 昭38化
山梨県　〃 小野　修一 昭41造
長野県　〃 伊澤　宏爾 昭39畜
新潟県　〃 山本　一成 昭37経
富山県　〃 米田喜實雄 昭39経
石川県　〃 安田舜一郎 昭42農
福井県　〃 小林　美宏 昭42化
岐阜県　〃 太幡　正樹 昭48造

静岡県支部長 糠谷　禎則 昭50工
愛知県　〃 池田　　睦 昭36造
三重県　〃 竹内　秀宣 昭40化
滋賀県　〃 清水　重郎 昭47工
京都府　〃 奥田　　豊 昭43経
大阪府　〃 南部　一郎 昭44農
兵庫県　〃 石原憲一郎 昭45造
奈良県　〃 涌田　和宙 昭38工
和歌山県　〃 花村伊久雄 昭40農
鳥取県　〃 小林　徳成 昭37院農修
島根県　〃 今岡　一朗 昭46醸
岡山県　〃 赤澤　　猛 昭44農
広島県　〃 高橋　敬明 昭43工
山口県　〃 長嶺　良二 昭44工
徳島県　〃 佐竹　弘道 昭44経
香川県　〃 國宗　達旦 昭40畜
愛媛県　〃 武井　清秀 昭46工
高知県　〃 西岡猪一郎 昭45経
福岡県　〃 木部　　穣 昭50畜
佐賀県　〃 古川　繁樹 昭49工
長崎県　〃 市丸　　浩 昭51拓
熊本県　〃 阿曽田　清 昭44工
大分県　〃 加藤　早苗 昭48農
宮崎県　〃 長倉　春義 昭45経
鹿児島県　〃 宮原　俊郎 昭58経
沖縄県　〃 荻堂　盛秀 昭40工
北海道支部推薦 細田　雄治 昭47工

〃 宮本　　進 昭43農
〃 横山　　桂 昭38造

青森県支部推薦 安藤　行夫 昭33経
〃 佐藤　晋也 昭52農

岩手県支部推薦 笹田　裕一 昭46工
〃 藤尾　東泉 昭44畜

宮城県支部推薦 遠藤　鷹一 昭40造
〃 行方　　博 昭47造

秋田県支部推薦 佐々木清勝 昭37農
〃 佐々木　仁 昭42造

山形県支部推薦 板垣　允俊 昭42造
〃 竹内　徳郎 昭34経

福島県支部推薦 岸　　　眞 昭34経
〃 佐瀬　初彦 昭45農
〃 服部　悦夫 昭40経

茨城県支部推薦 高野　三郎 昭43院化修
〃 外ノ岡政典 昭52農
〃 長岡　健蔵 昭59経
〃 新堀　正睦 昭42経

栃木県支部推薦 石塚　　透 昭35院経修
〃 宇賀神正章 昭52農
〃 山越　時子 昭40農
〃 横松　久夫 昭50経

群馬県支部推薦 梅澤　　昇 昭50工
〃 清水　敏夫 昭46林
〃 反町　功夫 昭40畜
〃 福浜　　満 昭43造
〃 堀口　恵子 昭47化
〃 六角　敏三 昭47造

埼玉県支部推薦 大河内裕之 昭37短農
〃 川俣　好子 昭46造
〃 黒澤きよ子 昭59短栄
〃 塩味長一郎 昭41造
〃 鈴木　峯一 昭42経
〃 中島　洋志 昭48造
〃 野辺　八雄 昭44経
〃 半田　勝彦 昭40拓
〃 水澤　洋介 昭48経
〃 南　　正子 昭50短栄
〃 吉田　廣文 昭47林

千葉県支部推薦 石井　睦弘 昭49林
〃 内田　博道 昭48経
〃 小野﨑一男 昭48経
〃 小泉　　勉 昭47農
〃 坂口　和彦 昭43農
〃 高山　幸子 昭37短栄
〃 竹内　　良 昭43工

〃 藤代　孝七 昭40経
〃 丸　　　豊 昭43工

東京都支部推薦 青柳　義昭 昭47造
〃 熱海　久子 昭42栄
〃 石川　公一 昭42農
〃 太田　信子 昭42栄
〃 大矢四十六 昭45院経修
〃 風岡　洋二 昭43工
〃 神田　昌幸 昭49短農
〃 黒田　　充 昭56畜
〃 清水　陸央 昭56畜
〃 高橋　信茂 昭45経
〃 田口　　素 昭36経
〃 徳山　高光 昭39化
〃 難波江　豊 昭39経
〃 根岸　昭子 昭52栄
〃 樋口　　稔 昭44拓
〃 宮崎　健三 昭39農
〃 本河　光子 昭53畜

神奈川県支部推薦 池田　　豊 平01院農修
〃 伊藤　義孝 昭43経
〃 江原　洋一 昭55農
〃 加藤　恒雄 昭47畜
〃 神田　　務 昭45造
〃 木村　正弘 昭43農
〃 斉藤　高四 昭40工
〃 鈴木　美伸 昭49農
〃 武井　常廣 昭36造
〃 松居　靖雄 昭43院化修
〃 三好　吉清 昭36農
〃 杢代　鉄幸 昭45畜
〃 持田　文男 昭48造

山梨県支部推薦 石川　幸三 昭47工
〃 内田　正文 昭44造
〃 久保田精吾 昭44農

長野県支部推薦 小柳　邦義 昭41経
〃 櫻井　茂隆 昭43経

〃 関　貞徳 昭44林
〃 前田　善男 昭46農

新潟県支部推薦 石月　正三 昭41工
〃 小林江利子 昭51醸
〃 鈴木　和夫 昭47工

富山県支部推薦 石坂　　均 昭45経
〃 広田　祐一 平01工

石川県支部推薦 上坂　英善 昭42経
〃 高井　　治 昭39畜

福井県支部推薦 岩居　俊伸 昭60化
〃 野村重一郎 昭40醸

岐阜県支部推薦 青木　宏達 昭54造
〃 内藤　邦雄 昭53農

静岡県支部推薦 稲木　浩之 昭44化
〃 菊地　　忍 昭40工
〃 小林　　茂 昭45工
〃 平岡　知明 昭55農
〃 福井　啓介 昭35造
〃 松本　　肇 昭43化

愛知県支部推薦 鬼頭　　弘 昭45造
〃 佐々木辰夫 昭61造
〃 山口　範雄 昭42経

三重県支部推薦 石川　哲章 昭44農
〃 玉田　晃也 昭49農

滋賀県支部推薦 川崎　佐剛 昭54経
〃 澤藤　弥平 昭53経

京都府支部推薦 藤田　洋嗣 昭41化
〃 山本弥素典 昭42農

大阪府支部推薦 佐々木洋一 昭49畜
〃 西田　義次 昭46林

兵庫県支部推薦 椿野　健次 昭61経
〃 橋口　　誠 昭45工

奈良県支部推薦 樫岡　健弥 昭42畜
〃 倉窪　　努 昭45造

和歌山県支部推薦 尾隠山明宏 昭45農
〃 山下　　裕 昭50拓

鳥取県支部推薦 牧田　政人 昭41農

〃 山根　章司 昭55経
島根県支部推薦 岡本　誠史 昭34農

〃 堀江　康輔 昭43林
岡山県支部推薦 武田　一昭 昭54造

〃 玉木　正夫 昭46林
広島県支部推薦 竹重　博樹 昭44農

〃 長原　　毅 昭41農
山口県支部推薦 藤井　主税 昭42林

〃 三井　秀行 昭38造
徳島県支部推薦 中西　信男 昭53経

〃 三木　芳典 昭58工
香川県支部推薦 大森　薫之 昭45工

〃 十河土志夫 昭63農
愛媛県支部推薦 市川　貞男 昭47化

〃 山下　重蔵 昭48経
高知県支部推薦 下川　一彦 昭61経

〃 野中　英作 昭52農
福岡県支部推薦 梶原善一朗 昭50醸

〃 田篭　利公 昭49造
〃 津田　敏文 昭48畜

佐賀県支部推薦 石橋　剛児 昭42農
〃 吉岡　靖博 昭53工

長崎県支部推薦 大下　史郎 昭48経
〃 田添　利弘 昭44経

熊本県支部推薦 栗崎　秀人 昭36経
〃 吉田　秀順 昭44経

大分県支部推薦 佐保　　暁 昭46林
〃 三浦　盛久 昭47造

宮崎県支部推薦 岩切　順次 昭43経
〃 鈴木　　隆 昭45経

鹿児島県支部推薦 有村　勝則 昭53造
〃 廣森　　徹 昭47造

沖縄県支部推薦 諸喜田　徹 平02拓
〃 玉那覇美佐子 昭46短農

（注）校友会会長推薦（会則第15条第1号代議員）
 支部長（会則第15条第3号代議員） 
 都道府県支部推薦（会則第15条第2号代議員）  
　　（任期　平成27年5月23日～4年間）

校友会代議員＜平成27年5月22日公告縦覧により確定＞

Ⅰ 平成26年度
 一般会計収支決算書   

 収入総額 98,579,122円
 支出総額 87,513,434円
 差引残高 11,065,688円
 剰余金処分・
 次年度繰越金 11,065,688円
Ⅱ 平成26年度
 予納金特別会計収支決算書
 収入総額 388,537,500円
 支出総額 84,575,000円
 差引残高 303,962,500円
Ⅲ 平成26年度
 基本金特別会計収支決算書
 収入総額 293,966,792円
 支出総額 0円
 差引残高 293,966,792円
Ⅳ 平成26年度
 スポーツ振興基金特別会計収支計算書
 収入総額 12,734,533円
 支出総額 11,716,784円
 次年度繰越金 1,017,749円
Ⅴ 平成26年度
 一般会計収支予算書  

 収入総額 105,623,437円
 支出総額 105,623,437円
 差引残高 0円
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。
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順位 当落 得票数 氏名 所属
1 当選 180票 三好　吉清 神奈川県支部
2 当選 176票 外園　　 埼玉県支部
3 当選 173票 小泉　幸道 会長推薦
4 当選 169票 小野　甲二 会長推薦
5 当選 164票 石原憲一郎 兵庫県支部
5 当選 164票 豊原　秀和 会長推薦
7 当選 161票 高橋　信茂 東京都支部
8 当選 158票 上原万里子 会長推薦
9 当選 157票 宮林　茂幸 会長推薦
10 当選 155票 鈴木　崇之 栃木県支部
11 当選 154票 金子　忠一 会長推薦
12 当選 152票 杢代　鉄幸 神奈川県支部
13 当選 148票 鳥海　稔雄 千葉県支部
13 当選 148票 横澤　　馨 群馬県支部
15 当選 146票 徳山　高光 東京都支部
15 当選 146票 安田舜一郎 石川県支部
17 当選 145票 内田　正文 山梨県支部
18 当選 143票 藤代　孝七 千葉県支部
19 当選 140票 長倉　春義 宮崎県支部
20 当選 133票 水澤　洋介 埼玉県支部
21 次点 48票 本間　　惇 東京都支部
22 46 票 伊藤　義孝 神奈川県支部
23 40 票 太田　信子 東京都支部
24 39 票 菊地　　忍 静岡県支部
25 30 票 大矢四十六 東京都支部
26 29 票 宮崎　健三 東京都支部
27 28 票 奥田　　豊 京都府支部
監事無投票当選 福浜　　満 群馬県支部
監事無投票当選 神田　　務 神奈川県支部
監事無投票当選 志和地弘信 会長推薦

校友会理事・監事選挙結果＜平成27年6月23日　選挙管理委員会確定＞

校友会平成26年度収支報告
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。

学　部 学　科 試験日 願書受付 合格発表

前期

農 学 部

全学科
センター試験
1月16日（土）

～

1月17日（日）

Web出願のみ
1月6日（水）～1月15日（金）
（最終日は入力15時まで、

郵送は消印有効）
2月13日（土）9時

応用生物科学部
地域環境科学部
国際食料情報学部
生物産業学部
短 期 大 学 部

後期
生物産業学部 Web出願のみ

2月15日（月）～2月22日（月）
（最終日は入力15時まで、郵送は消印有効）

3月9日（水）9時
短 期 大 学 部

推
薦
入
試
Ⅰ
期・Ⅱ
期

平
成
28
年
度

セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
試

平
成
28
年
度

学　部 学　科 試験日 願書受付 合格発表

Ⅰ期

農 学 部

全学科 11月15日（日）

Web 出願のみ
10月28日（水）～11月4日（水）
（最終日は入力15時まで、
郵送は消印有効）

11月23日（月）9時
応用生物科学部
地域環境科学部
国際食料情報学部
生物産業学部
短 期 大 学 部

Ⅱ期 生物産業学部 全学科 12月6日（日） Web出願のみ11月24日（火）～11月27日（金）
（最終日は入力15時まで、郵送は消印有効） 12月11日（金）9時短 期 大 学 部

選考方法  募集要項請求
問い合わせ先

試験会場
書類・小論文・面接

大学ホームページ（http：//www.nodai.ac.jp/→「受験生・高校生の皆様へ」
→「資料や願書を請求したい」バナーをクリック）
〒１５６-８５０２ 東京都世田谷区桜丘１-１-１ 入試センター ＴＥＬ：０３-５４７７-２２２６

農学部は厚木キャンパス。その他の学部は世田谷キャンパス（生物産業学部はオホーツクキャンパスでも実施）
※センター試験において志望学科の指定科目を受験することが条件です。複数学科に出願可能です。
※詳細は募集要項でご確認ください。

支部総会開催一覧表
支部名

平成27年度 出席者 参加
者数 場所 講演等

日程 曜日 校友会 大学

東京 4月25日 土 三好吉清会長 小泉幸道副学長・醸造科学科教授 46 世田谷区 「東京農業大学の近況と将来展望」小泉副学長
埼玉 5月30日 土 小野甲二事務局長 夏秋啓子副学長・国際農業開発学科教授 70 川越市 農大落語研究会部員学生の実演

新潟 5月30日 土 三好吉清会長 矢口行雄地域環境科学部教授・図書館長 97 新潟市 「さつまいもプリンで地域活性化」新
谷梨恵子（平１２開）

高知 6月 6日 土 三好吉清会長 － 45 高知市 －

兵庫 6月21日 日 － 渡部俊弘副学長・食品香粧学科教授 45 神戸市 「ミラノ博覧会への兵庫県出展」片山
喜久男

大分 6月27日 土 小野甲二常任理事 友田清彦国際食料情報学部長・食料環境
経済学科教授 82 大分市 「母校農大初代学長横井時敬の生涯

と業績」友田教授
千葉 7月 5日 日 外園 副会長 舟山亮大学事務局長 78 千葉市 －
鳥取 7月 5日 日 豊原秀和常任理事 金子忠一学生部長・造園科学科教授 33 鳥取市 －

香川 7月 5日 日 三好吉清会長 阿部尚樹食品安全健康学科長・教授 40 高松市 「今、ここに注目!!“食材の源フードファ
クター”」阿部尚樹教授

秋田 7月 11日 土 小野甲二常任理事 渋谷往男国際バイオビジネス学科教授 48 秋田市
「地域農業を元気にするヒントあれこ
れ」渋谷往男教授、「秋田の海岸林
夕日の松原」ＯＢ校友

和歌山 7月 11日 土 外園 副会長 新部昭夫国際バイオビジネス学科教授 46 和歌山市 －
愛媛 7月 11日 土 三好吉清会長 半澤恵畜産学科教授 46 松山市 －

岡山 7月 12日 日 三好吉清会長 鈴木俊郎農学部長・畜産学科教授 45 岡山市 「後楽園の保存と管理」松野博昭（昭６
３造）

熊本 7月 18日 土 外園 副会長 － 80 熊本市 校友3名から「今、取り組んでいるこ
と」の講演

佐賀 7月 25日 土 三好吉清会長 安藤達彦短期大学部長・醸造学科教授 48 佐賀市 －
徳島 8月 8日 土 小野甲二常任理事 渡部俊弘副学長・食品香粧学科教授 27 徳島市 －

富山 8月21日 金 豊原秀和常任理事 麻生恵地域環境科学部長・造園科学科教
授 40 富山市 －

沖縄 8月21日 金 横澤馨常任理事 矢口行雄地域環境科学部教授・図書館長 37 宜野湾市 －
青森 8月22日 土 三好吉清会長 穂坂賢醸造科学科教授 50 青森市 －
福岡 8月22日 土 外園 副会長 馬場正農学部学生部長・農学科教授 84 福岡市 －

広島 8月23日 日 小野甲二常任理事 小泉幸道副学長・醸造科学科教授 97 広島市 「食と農をつなぐ実践活動」松浦新吾
郎（特別会員）阿部雅昭（昭４６化）

鹿児島 8月23日 日 外園 副会長 渡邉文雄総合研究所長・生産環境工学科
教授 32 鹿児島市 「環境教育と国立公園の宿泊観光事業について」飯嶋修（平２拓）

宮城 8月29日 土 鳥海稔雄常任理事 鈴木俊郎農学部長・畜産学科教授 64 仙台市 「創立125年にむけて・東京農業大学
の最近の動向」鈴木俊郎教授

岐阜 8月29日 土 宮林茂幸常任理事 宮林茂幸森林総合科学科教授 47 岐阜市 「農協ってどんなとこ」内藤邦雄（昭５
３農）

山口 8月29日 土 小野甲二常任理事 鈴木誠造園科学科教授 54 山口市 「農大の係わりと社会の近況につい
て」佐伯誠（昭４９工）

長崎 8月29日 土 外園 副会長 渡部俊弘副学長・食品香粧学科教授 22 長崎市 －

島根 8月30日 日 小野甲二常任理事 新村洋一応用生物科学部長・バイオサイ
エンス学科教授 37 浜田市 －

神奈川 9月 5日 土 三好吉清会長 矢口行雄地域環境科学部教授・図書館長 58 厚木市 「箱根駅伝と東京農業大学」矢口行雄
教授

長野 9月 6日 日 三好吉清会長 上原巌森林総合科学科教授 31 塩尻市 「近代造園学による我が国の環境緑化
について」岩井敏（昭４７造）

茨城 9月27日 日 鳥海稔雄常任理事 夏秋啓子副学長・国際農業開発学科教授 89 水戸市 「学校法人東京農業大学の近況と茨
城県への思い」大澤貫寿理事長

支
部
だ
よ
り
s h
i b
u

d a
y o
r i東京

農大

　

東
京
農
業
大
学
校
友
会
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
支
部
の
玉
城
勝
氏

（
昭
41
拓
）
が
、
平
成
27
年
春

の
叙
勲
を
受
章（
旭
日
単
光
章
）

し
、
９
月
23
日
に
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
の
日
本
大
使
館
公
邸
で
叙
勲

伝
達
式
が
行
わ
れ
た
。
福
嶌
教

輝
駐
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
大
使
か
ら

玉
城
氏
に
勲
章
と
勲
記
が
伝
達

さ
れ
た
。
叙
勲
者
家
族
の
他
、

ベ
ル
タ
イ
ナ
前
コ
ル
ド
バ
名
誉

総
領
事
、
日
系
団
体
関
係
者
ら

が
列
席
し
た
。

　

玉
城
氏
は
、
昭
和
42
年
に
農

平
成
27
年
度
支
部

ブ
ロッ
ク
会
議
開
催

支部ブロック名
（当番支部名） 開催日・場所 本部出席役職員

北海道・東北
（北海道支部）

11月14日（土）～15日（日）16時～
札幌市：ホテル札幌ガーデンパレス 常任理事　横澤馨

関東・甲信越
（茨城県支部）

10月24日（土）～25日（日）14時～
大洗町：オーシャンビュー大洗 会長　三好吉清

東海・近畿・北陸
（静岡県支部）

11月7日（土）～8日（日）14時～
伊豆の国市：ホテルサンバレー長岡

会長　三好吉清
常任理事　小野甲二

中国・四国
（徳島県支部）

11月14日（土）～15日（日）13時～
徳島市：グランドパレス徳島

副会長　外園
常任理事　鳥海稔雄

九州
（宮崎県支部）

11月14日（土）～15日（日）13時～
宮崎市：ニューウェルシティー宮崎

会長　三好吉清
常任理事　豊原秀和

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
支
部

玉
城
氏
に
叙
勲

日
系
社
会
に
礎

会
員
の

動
静

業
技
術
移
民
と
し
て
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
に
移
住
し
、
45
年
に
コ
ル

ド
バ
州
日
本
人
会
の
理
事
に
就

任
。以
来
、約
25
年
間
に
わ
た
っ

て
会
長
な
ど
の
要
職
を
務
め
て

き
た
。
現
在
も
副
会
長
兼
相
談

役
と
し
て
コ
ル

ド
バ
州
日
系
社

会
の
発
展
の
た

め
活
躍
し
て
い

る
。

　

こ
の
受
章

は
、
日
系
社
会

の
基
盤
づ
く
り

と
発
展
の
た
め

の
尽
力
、
日
本

と
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
の
友
好
関
係

促
進
の
功
績
に

対
す
る
も
の
。 
旭日単光章を受章した玉城勝氏（前列右から3人目）と
福嶌教輝駐アルゼンチン大使（同4人目）

校
友
会
情
報

　

校
友
会
で
は
卒
業
生
名
簿

（
原
簿
）
の
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
勤
務
先
の
異
動
・
変
更
な

ど
で
多
く
の
会
員
が
住
所
不
明

と
な
っ
て
い
ま
す
。
住
所
変
更

を
さ
れ
た
卒
業
生
（
ま
た
は
お

知
り
合
い
の
方
）
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
異
動
届
け
用
紙
を

コ
ピ
ー
し
て
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
は
が
き
ま

た
は
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

母
校
で
は
、
東
京
農
大
ス

ポ
ー
ツ
の
強
化
の
た
め
、
新

た
に
「
東
京
農
大
ス
ポ
ー
ツ
サ

ポ
ー
ト
募
金
」
を
開
始
（
内
容

は
東
京
農
業
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
し
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。
本
募
金
制
度
の
新
設
に
伴

『
日
本
酒
』
を
発
刊

い
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
募
金
は

終
了
し
て
、
来
年
３
月
末
日
に

口
座
閉
鎖
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
次
の
方
か
ら
ス
ポ
ー

ツ
振
興
基
金
に
ご
寄
付
頂
き
ま

し
た
。

　

▽
秋
田
県
、
芹
田
省
一
さ
ま

（
昭
47
経
）
１
万
円
▽
佐
賀
県
、

馬
渡
肇
さ
ま
（
昭
41
工
） 

２
０

０
０
円

　

校
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
最

新
の
校
友
活
動
情
報
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
Ｈ
Ｐ
掲

載
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
校
友
会
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、今
ま
で
「
校

友
会
ニ
ュ
ー
ス
」
の

紙
面
に
掲
載
し
て
い

た
「
同
窓
・
同
期
会

の
開
催
」
は
Ｈ
Ｐ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
情
報
（
５
０
０
字
以
内
の

記
事
と
写
真
の
デ
ー
タ
ー
）
を

ご
提
供
く
だ
さ
い
。

　

東
京
農
業
大
学
は
７
月
に

『
日
本
酒
〜
東
京
農
大
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
』
を
発
刊
し
ま
し
た
。

　

北
は
北
海
道
か
ら
南
は
大
分

ま
で
、
卒
業
生
が
携
わ
る
１
３

９
の
蔵
元
を
、
代
表
的
銘
柄
と

併
せ
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。
特

別
企
画 

座
談
会
「
日
本
酒
の

未
来
に
つ
い
て
」
な
ど
読
み
物

記
事
も
充
実
。〝
農
大
の
酒
〞

が
全
て
分
か
る
一
冊
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

国
内
の
酒
蔵
の
お
よ
そ
７
割

が
本
学
の
卒
業
生
が
経
営
、
酒

造
り
の
伝
統
を
継
承
す
る
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。〝
国
酒
〞
と

し
て
世
界
の
日
本
酒
を
目
指
す

動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
今
、

わ
が
卒
業
生
が
さ
ら
に
活
躍
す

る
よ
う
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
書
は
四
六
判
２
０
３
㌻
、

税
別
１
５
０
０
円
。
購
入
希
望

者
は
左
記
の
発
売
元
ま
で
。

　

㈱
同
友
館

　

電
話
０
３
（
３
８
１
３
）
３

９
６
６
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
８

１
８
）
２
７
７
４

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://

www.doyukan.co.jp/

●ＨＰアドレス
http://www.nodai-koyukai.jp/

住
所
変
更
な
ど
の

届
け
出（
お
願
い
）

校
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
へ
の
募
金
は
廃
止

東
京
農
大
ス
ポ
ー
ツ
サ
ポ
ー
ト
募
金
を
新
設
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の
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携
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生
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食農の匠
東京農大魂逸品堂シリーズ②

日本人と馬
埒
らち
を越える十二の対話

石と造園100話
近刊（11月刊行予定）水と土の文化論食農と環境　No.16

東京農大校友会編
定価：本体２０００円＋税
四六判・並製カラー　179頁

東京農大｢食と農｣の博物館･
学術情報課程編
定価：本体４０００円＋税 
Ａ５判・上製　420頁

小林　章著
定価：本体２０００円＋税
四六判　並製カラー　160頁

大橋欣治著
定価：本体３８００円＋税
Ａ5 判　上製　470頁

実践総合農学会編
定価：本体８００円
Ａ４判　並製カラー　144頁

◇「実学主義」を学んだ東京
農大卒業生の「６次産業化」
に取り組む姿を紹介してい
る。生産だけでなく、加工・販
売まで手掛ける卒業生たち
を元気づけるために、ＯＢ組
織の東京農大校友会が企
画制作したもの。「醸す人　
東京農大魂 逸品堂シリーズ
①」に続く第２弾。

◇馬についての識者による
十二話のオムニバス。一話
一話の中にたくさんの内容が
ある。読み進めば対話にの
めり込んでしまう。馬を知るた
めの好書、読み応えがある。
「神の馬」「昔の馬」「喜び
の馬」「働く馬」の４章からな
る。

◇著者は造園施設材料、快
適な造園空間の創造などに
ついて長年にわたり研究教
育に携わってきた。その内容
をコンパクトにまとめられてい
る。
　著者は、東京農業大学造
園科学科教授。

◇暮らしとその周辺環境の
基は、水と土に関わる。文学、
音楽、芸術、農など、多分野
から水と土の持つ魅力を紹
介している。
　著者は、元北陸農政局長。
元鹿島建設㈱専務取締役。
東京農業大学客員教授。

◇平成26年度実践総合農
学会 第9回地方大会報告
（屋久島町）、他
　実践総合農学会は毎年
各地を巡回してシンポジウム
を開催している。現場重視で
農村・農業を見つめる。会長
は、三輪睿太郎氏。

出
版
記
念
会
で
沖
会
長
が

あ
い
さ
つ
。「
ブ
ラ
ジ
ル
に
移

住
し
た
農
大
生
は
『
人
物
（
卒

業
生
）
を
畑
（
地
方
）
に
還
（
か

え
）
す
』
と
い
う
母
校
の
建
学

精
神
に
の
っ
と
り
、
サ
ン
パ
ウ

ロ
州
よ
り
も
地
方
で
大
き
な
成

果
を
挙
げ
て
い
る
」
と
し
、
一

方
で
「
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
中
央
で

は
、
こ
れ
ま
で
卒
業
生
10
人
以

上
が
ブ
ラ
ジ
ル
都
道
府
県
人
会

連
合
会
で
歴
代
会
長
や
副
会
長

を
務
め
て
い
る
。
こ
の
た
び
、

そ
れ
ら
大
先
輩
方
の
活
躍
の
歴

史
を
編
纂
（
さ
ん
）
し
た
。
こ

の
よ
う
に
多
数
の
卒
業
生
が
出

版
会
に
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た

こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
う
」

と
感
謝
し
た
。

日
本
か
ら
駆
け
つ
け
た
髙

野
学
長
は
「
第
１
次
産
業
に
携

わ
る
人
口
が
減
り
、
苦
労
を
知

ら
な
い
世
代
の
子
ど
も
た
ち
が

ま
た
『
ブ
ラ
ジ
ル
に
来
て
研
修

を
し
た
い
』
と
い
う
の
は
、
農

学
生
と
し
て
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
受
け

継
が
れ
て
い
る
証
拠
だ
と
私
は

思
っ
て
い
る
。
そ
れ
も
、
当
地

の
校
友
会
の
組
織
が
十
分
機
能

し
て
い
る
お
か
げ
。
ブ
ラ
ジ
ル

か
ら
留
学
生
を
迎
え
ら
れ
る
だ

け
で
な
く
、
帰
国
後
の
彼
ら
に

ブ
ラ
ジ
ル
で
活
躍
で
き
る
場
を

与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
校
友

会
の
方
々
が
積
み
上
げ
て
き
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
受
け
継
が
れ

て
い
く
こ
と
で
、
卒
業
生
と
の

絆
が
今
後
も
深
ま
っ
て
い
く
と

確
信
し
て
い
る
」
と
祝
辞
を
述

べ
た
。

「
移
住
百
年
史

－

堅
き
絆
」

は
重
量
約
２
㌔
、
７
２
６
㌻
に

も
及
ぶ
重
厚
な
記
念
史
。
制
作

途
中
、
資
料
収
集
に
当
た
っ
て

い
た
編
集
副
委
員
長
の
藤
縄
貢

氏
（
昭
50
農
）
を
病
気
で
亡
く

す
な
ど
、
編
集
作
業
に
約
４
年

を
費
や
し
た
。
制
作
の
発
起

人
・
編
集
委
員
長
の
池
田
之
彦

氏
（
昭
37
農
）
は
「
わ
れ
わ
れ

の
活
動
は
す
で
に
１
世
紀
を
超

え
て
い
な
が
ら
、
先
輩
た
ち
の

記
憶
・
歴
史
に
つ
い
て
編
集
さ

れ
て
お
ら
ず
、
移
住
史
も
一
つ

も
出
版
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は

非
常
に
残
念
で
あ
り
、
む
な
し

か
っ
た
」
と
思
い
を
語
っ
た
。

東
京
農
業
大
学
の
ブ
ラ
ジ

ル
移
住
は
、
１
９
１
４
年
に
渡

伯
し
た
坂
東
喜
内
氏（
３
大
高
）

に
始
ま
っ
た
。
現
在
の
ブ
ラ
ジ

ル
東
京
農
大
会
で
は
日
伯
相
互

間
で
若
手
の
育
成
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
一
人
当
た
り
４
０
０

万
円
以
上
か
か
る
日
本
で
の
４

年
間
の
学
費
を
工
面
し
、
過
去

18
年
間
で
延
べ
30
人
の
学
生
を

同
大
学
に
送
り
出
し
た
。

出
版
記
念
会
で
は
、
来
賓
の

在
サ
ン
パ
ウ
ロ
領
事
館
、
国
際

協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）、
日

系
３
団
体
の
各
出
席
者
や
学
生

受
け
入
れ
農
家
に
記
念
品
と
金

一
封
が
贈
呈
さ
れ
た
。
学
歌
斉

唱
後
、
祝
賀
会
の
席
で
は
髙
野

学
長
自
ら
日
本
か
ら
持
参
し
た

吟
醸
地
酒
「
東
京
農
大　

常
盤

乃
松
風
」
６
本
を
提
供
し
、
参

加
者
全
員
を
楽
し
ま
せ
た
。
林

ま
ど
か
文
協
副
会
長
は
「
と
て

も
甘
く
て
。
飲
み
や
す
い
。
フ

ル
ー
テ
ィ
ー
な
お
酒
」
と
話
し

て
い
た
。

来
年
か
ら
日
本
で
バ
イ
オ

ビ
ジ
ネ
ス
を
専
攻
予
定
の
村
岡

輝
美
さ
ん
（
日
系
３
世
）
は
「
早

く
働
き
た
い
け
れ
ど
、
そ
の
前

に
父
親
か
ら
大
学
に
行
く
よ
う

勧
め
ら
れ
た
。
日
本
の
方
々
と

一
緒
に
生
活
す
る
の
が
楽
し

み
」
と
思
い
を
は
せ
た
。

（
サ
ン
パ
ウ
ロ
新
聞
２
０
１

５
年
８
月
27
日
引
用
・
一
部
修

文
）

記念誌を持ってあいさつする校友会ブラジル農大会の沖眞一会長

東
京
農
業
大
学
は
青
年
海

外
協
力
隊
50
年
の
節
目
に
６
月

20
日
、
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の

ア
カ
デ
ミ
ア
セ
ン
タ
ー
横
井
講

堂
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
、

約
１
０
０
人
参
加
し
た
。「
青

年
海
外
協
力
隊
員
派
遣
50
周
年

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〜
東
京
農

業
大
学
と
協
力
隊
〜
」
で
は
協

力
隊
Ｏ
Ｂ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
協

力
隊
を
目
指
す
学
生
た
ち
へ

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
た
。

第
３
次
隊
で
ネ
パ
ー
ル
に

派
遣
さ
れ
た
東
京
農
業
大
学
国

際
協
力
セ
ン
タ
ー
の
志
和
地
弘

信
セ
ン
タ
ー
長
（
昭
59
、
農
業講演する新保昭治さん

東
京
農
業
大
学
校
友
会
ブ
ラ
ジ
ル
農
大
会
（
会
長
＝
沖
眞

一
氏
・
昭
37
拓
）
は
、「
移
住
百
年
史

－

堅
き
絆
」
の
刊
行

を
祝
う
記
念
出
版
会
を
８
月
22
日
、
ブ
ラ
ジ
ル
・
サ
ン
パ
ウ

ロ
市
に
あ
る
伯
国
農
大
会
館
で
開
催
し
た
。
日
本
か
ら
髙
野

克
己
学
長
、
舟
山
亮
事
務
局
長
、
志
和
地
弘
信
国
際
協
力
セ

ン
タ
ー
長（
国
際
農
業
開
発
学
科
教
授
）が
出
席
し
た
。
ま
た
、

遠
方
か
ら
は
パ
ラ
ー
州
ベ
レ
ン
在
住
の
卒
業
生
３
人
が
駆
け

つ
け
る
な
ど
約
70
人
が
参
加
し
た
。

拓
殖
学
科
卒
）
と
第
１
次
隊
で

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
派
遣
さ
れ
た
新

保
昭
治
さ
ん
（
昭

36
、
農
業
経
済
学
科

卒
）
が
「
東
京
農
業

大
学
と
青
年
海
外
協

力
隊
の
関
わ
り
」
に

つ
い
て
講
演
。
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
も
協
力
隊
員
Ｏ

Ｂ
４
人
が
パ
ネ
リ
ス

ト
と
し
て
在
学
生
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ

た
。東

京
農
業
大
学

は
協
力
隊
と
伴
に
歩

ん
で
き
た
。
本
学
が

協
力
隊
に
送
り
出
し

た
卒
業
生
は
こ
れ
ま

で
に
１
０
０
０
人
を

超
え
て
い
る
。

実
践
教
育
を
モ
ッ
ト
ー
に

国
内
外
の
農
業
分
野
で
活
躍
す

る
人
材
を
送
り
出
し
て
き
た
本

学
は
昭
和
31
年
に
農
業
拓
殖
学

科
を
設
置
し
、
早
く
か
ら
開
発

途
上
国
に
目
を
向
け
て
い
た
。

40
年
に
協
力
隊
が
発
足
す
る
と

協
力
隊
審
議
会
の
農
業
分
科
会

委
員
が
本
学
か
ら
選
出
さ
れ
、

本
学
は
協
力
隊
事
業
を
支
援
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
。
同
年
７

月
に
は
大
学
内
に
農
業
拓
殖
学

科
長
を
委
員
長
と
し
た
協
力
隊

応
募
者
選
考
委
員
会
が
設
置
さ

れ
、
卒
業
生
の
派
遣
を
後
押
し

し
た
。
こ
の
年
に
選
抜
さ
れ
た

７
人
は
９
月
の
協
力
隊
第
１
次

隊
に
応
募
し
、
全
員
採
用
さ

れ
、
12
月
に
協
力
隊
第
１
次
隊

第
一
陣
２
人
が
ラ
オ
ス
へ
出
発

し
た
。
今
年
は
50
周
年
を
迎
え

て
い
る
。

移住１００年史出版を記念し祝賀会
　　　　ブラジル農大会70人が出席

来
年
９
月
に
は
農
大
創
立

１
２
５
周
年
を

記
念
し
て
、
世

界
各
地
に
拠
点

を
構
え
る
校
友
会
海
外
11
支

部
と
日
本
国
内
47
支
部
が
一

堂
に
集
結
す
る

「
世
界
校
友
大
会
」

が
東
京
・
世
田
谷

の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
る
。

来
年
9
月
に
集
結

「
世
界
校
友
大
会
」

 青年海外協力隊員派遣50周年記念シンポ

歴
代
卒
業
生
の
活
躍
を
記
載

申込先
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全
学
応
援
団
、
恒
例
の
夏

合
宿
に
日
程
を
合
わ
せ
、
校
友

会
広
島
県
支
部
（
高
橋
敬
明
支

部
長
）
総
会
が
８
月
23
日
に
開

か
れ
た
。
総
会
後
の
懇
親
会
に

は
、
全
学
応
援
団
30
人
が
招
待

さ
れ
、
学
歌
と
青
山
ほ
と
り
を

披
露
し
、
支
部
校
友
と
懇
親
を

図
っ
た
。
久
々
の
全
学
応
援
団

の
演
舞
に
参
加
者
は
感
激
。「
学

生
に
元
気
と
勇
気
と
笑
顔
を
い

た
だ
い
た
」
と
感
謝
し
た
。

応
援
団
は
昨
年
、
福
島
県

相
馬
市
で
合
宿
、
農
大
名
物
の

青
山
ほ
と
り
な
ど
を
披
露
し
て

大
相
撲
９
月
場
所
に
新
十

両
昇
進
を
果
た
し
た
正
代
関

（
本
名
・
正
代
直
也
さ
ん
、
時

津
風
部
屋
）
に
、
校
友
会
は
８

月
25
日
、
正
装
・
羽
織
は
か
ま

夏
合
宿
が
実
現
し
た
も
の
。

校
友
会
広
島
県
支
部
は
大

学
の
応
援
団
顧
問
、
地
元
応
援

団
Ｏ
Ｂ
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

支
部
役
員
が
中
心
と
な
り
、
企

画
や
設
営
な
ど
を
手
助
け
し

た
。

ビ
局
４
社
が
取
材
、
各
社
が

ニ
ュ
ー
ス
番
組
で
放
映
、
広
島

県
民
に
感
動
を
与
え
る
と
と
も

に
県
内
校
友
か
ら
も
多
く
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

続
く
29
日
に
は
市
内
安
佐

北
区
を
訪
問
。
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
（
ノ
ム
ラ
ス
ト
ア
ー
）

の
駐
車
場
広
場
で
リ
ー
ダ
ー
公

開
。
こ
の
企
画
に
賛
同
し
た
地

区
選
出
の
市
議
会
議
員
が
自
費

で
用
意
し
た
２
０
０
０
枚
の
ち

ら
し
を
見
て
駆
け
つ
け
た
大
勢

の
買
い
物
客
に
、
葉
っ
ぱ
付
き

の
ダ
イ
コ
ン
２
０
０
本
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
。「
あ
り
が
と
う
」
と

喝
采
を
受
け
た
。
東
京
農
大
応

援
団
の
素
晴
ら
し
い
演
舞
に
感

激
し
た
一
人
の
ご
婦
人
が
、
自

身
の
財
布
か
ら
金
一
封
を
団
長

に
手
渡
す
場
面
も
あ
っ
た
。

「
集
中
豪
雨
と
大
規
模
な
土

砂
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
広
島
市

安
佐
南
区
・
安
佐
北
区
の
被
災

地
の
一
日
も
早
い
復
興
を
願
っ

て
行
わ
れ
た
こ
の
た
び
の
農
大

全
学
応
援
団
の
激
励
応
援
は
、

被
災
地
に
『
元
気
・
勇
気
・
笑

顔
』
を
送
れ
た
の
で
な
い
か
と

思
う
」
と
高
橋
支
部
長
は
語
っ

て
い
た
。
ま
た
「
土
の
覇
者
・

農
大
こ
こ
に
あ
り
」
を
「
広
く

発
信
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
確

信
し
て
い
る
」
と
長
原
毅
副
支

部
長
。

合
宿
納
会
で
は
、
近
隣
県
の

応
援
団
Ｏ
Ｂ
20
数
人
も
参
加
。

高
橋
支
部
長
と
長
原
副
支
部
長

も
出
席
、
支
部
か
ら
世
羅
幸
水

梨
と
銘
酒
を
贈
り
一
同
を
慰
労

し
た
。
合
宿
の
最
後
に
団
員
代

表
が
、
広
島
県
の
高
垣
広
徳
副

知
事
を
表
敬
訪
問
。
副
知
事
か

ら
感
謝
と
激
励
の
言
葉
を
受
け

た
。 

（
長
原
毅
）

校友会から羽織はかま
大学からは化粧まわし

一
式
を
贈
っ
た
。
ま
た
、
東
京

農
業
大
学
は
９
月
９
日
に
化
粧

ま
わ
し
を
贈
っ
た
。
母
校
か
ら

の
応
援
を
受
け
た
正
代
関
は
、

９
月
場
所
で
11
勝
４
敗
と
大
き

く
勝
ち
越
し
た
。
番
付
を
上
げ

る
九
州
場
所
で
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
る
。

正
装
の
贈
呈
式
は
グ
リ
ー

ン
ア
カ
デ
ミ
ー
で
行
わ
れ
た
。

校
友
会
の
三
好
吉
清
会
長
と
正

代
関
出
身
県
の
熊
本
県
支
部
の

阿
曽
田
清
支
部
長
連
名
の
目
録

が
渡
さ
れ
た
。
新
十
両
の
正
代

関
は
、
お
礼
と
９
月
場
所
で
の

意
気
込
み
を
明
ら
か
に
し
た
。

東
京
農
業
大
学
の
贈
呈
式
は
大

学
本
部
で
行
わ
れ
、
大
澤
貫
寿

理
事
長
と
髙
野
克
己
学
長
が
化

粧
ま
わ
し
を
贈
っ
た
。

正
代
関
は
熊
本
県
宇
土
市

出
身
で
、
東
京
農
業
大
学
相
撲

部
（
平
26
開
発
卒
）
Ｏ
Ｂ
。
大

学
時
代
に
３
個
の
タ
イ
ト
ル
を

獲
得
し
た
実
績
を
持
つ
。
２
年

生
時
に
学
生
横
綱
と
な
り
、
幕

下
15
枚
目
付
け
出
し
の
資
格
を

得
る
が
、
卒
業
を
優
先
し
１
年

後
に
資
格
が
消
失
。
２
０
１
４

年
春
場
所
、
前
相
撲
の
初
土
俵

か
ら
所
要
９
場
所
で
の
昇
進
と

な
っ
た
。

ま
た
、
10
月
12
日
の
静
岡
県

浜
松
市
で
開
か
れ
た
秋
巡
業
で

正
代
関
は
、
豪
栄
道
関
、
稀
勢

の
里
関
の
ダ
ブ
ル
大
関
に
指
名

を
受
け
、
み
っ
ち
り
鍛
え
ら
れ
観

衆
を
沸
か
せ
た
。
11
月
場
所（
九

州
・
福
岡
国
際
セ
ン
タ
ー
）
は
、

11
月
８
日
に
初
日
を
迎
え
る
。

母
校
の
応
援
受
け
ま
ず
11
勝

大
震
災
で
不
便
な
生
活
を
強
い

ら
れ
て
い
る
市
民
の
皆
さ
ん
を

元
気
づ
け
た
。
今
年
は
戦
後
70

年
（
広
島
・
長
崎
被
爆
70
周
年
）

の
節
目
の
年
に
あ
た
り
、
全
学

応
援
団
が
広
島
市
を
夏
合
宿
の

地
と
し
て
選
定
し
た
。
広
島
県

支
部
が
協
力
し
、
広
島
市
で
の

団
員
30
人
は
８
月
29
日
ま

で
の
１
週
間
、
市
内
で
合
宿
。

コ
カ
・
ウ
エ
ス
ト
広
島
ス
タ
ジ

ア
ム
（
サ
ブ
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

で
練
習
と
訓
練
に
励
ん
だ
。

こ
の
間
、
27
日
に
市
内
繁
華

街
の
ア
リ
ス
ガ
ー
デ
ン
で
リ
ー

ダ
ー
公
開
、
道
行
く
人
々
に
農

大
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。翌
28
日
に
は
、

昨
年
の
８
月
20
日
未
明
に
発
生

し
た
集
中
豪
雨
・
洪
水
土
砂
災

害
に
よ
り
、
多
く
の
被
害
者
を

出
し
た
安
佐
南
区
に
あ
る
市
立

梅
林
小
学
校
を
訪
問
し
た
。
早

朝
、
団
員
一
同
は
「
広
島
土
砂

災
害　

忘
れ
ま
い
８
・
20
」
が

刻
ま
れ
た
慰
霊
碑
前
に
整
列
し

て
黙
と
う
を
捧
げ
66
人
の
犠
牲

者
を
弔
っ
た
。
そ
の
後
、
小
学

校
の
体
育
館
に
集
め
ら
れ
た
梅

林
小
学
校
の
児
童
６
０
０
人
が

見
守
る
中
、
壇
上
で
リ
ー
ダ
ー

公
開
を
行
い
、
拍
手
喝
采
を
受

け
た
。
児
童
を
代
表
し
て
６
年

生
の
女
子
が
「
東
京
農
業
大
学

全
学
応
援
団
の
皆
さ
ま
に
い
た

だ
い
た
元
気
と
勇
気
は
一
生
忘

れ
ま
せ
ん
」と
お
礼
を
述
べ
た
。

帰
途
、
団
員
一
同
は
被
災
地
現

場
を
視
察
、黙
と
う
を
捧
げ
た
。

こ
の
様
子
は
地
元
テ
レ

応
援
団
の
夏
合
宿
に

広
島
県
支
部
が
協
力

被
災
地
の
小
学
校
で

「
頑
張
ろ
う
」
エ
ー
ル

復
興
願
い
「
元
気
・

勇
気
・
笑
顔
」
送
る

相撲部ＯＢ正代の十両昇進祝う

総会後の懇親会で学歌などを披露した全学応援団

梅林小学校でのリーダー公開

校友会三好吉清会長から正代関に目録が渡された
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体
育
団
体

春
季
東
都
2
部
リ
ー
グ
６
位

　

６
月
22
、
23
日
、
神
宮
球
場

で
３
部
優
勝
の
順
天
堂
大
と
の

入
れ
替
え
戦
の
結
果
、
２
戦
２

勝
で
２
部
残
留
が
決
定
。

秋
季
東
都
2
部
リ
ー
グ
２
位

　

戦
国
東
都
の
２
部
リ
ー
グ
最

下
位
に
低
迷
し
て
い
た
農
大

は
、
10
月
18
日
に
全
日
程
を
終

了
、
８
勝
５
敗
・
勝
点
３
、
勝

率
ト
ッ
プ
の
成
績
で
優
勝
は
逸

し
た
も
の
の
今
季
リ
ー
グ
２
位

と
健
闘
し
た
。

　

敗
れ
た
試
合
も
延
長
で
の
敗

戦
が
多
く
あ
り
、
来
季
は
２
部

優
勝
１
部
復
帰
の
望
み
が
出
て

き
た
。

　

な
お
、
秋
季
リ
ー
グ
戦
を
控

え
た
９
月
１
日
に
は
、
グ
リ
ー

ン
ア
カ
デ
ミ
ー
ホ
ー
ル
で
三
好

吉
清
校
友
会
会
長
が
、
部
員
・

ス
タ
ッ
フ
90
人
を
招
待
し
て
激

励
会
を
開
き
、
全
国
校
友
の
期

待
に
応
え
る
よ
う
激
励
し
た
。

　

４
月
27
日
、
７
月
に
韓
国
・

光
州
で
開
催
さ
れ
る
ユ
ニ
バ
ー

シ
ア
ー
ド
夏
季
大
会
野
球
競
技

の
大
学
日
本
代
表
に
生
物
産
業

学
部
の
井
口
和
朋
投
手
（
産
経

４
）
が
選
出
さ
れ
た
。
道
内
大

学
か
ら
の
大
学
日
本
代
表
は
12

年
ぶ
り
４
人
目
、
ユ
ニ
バ
ー
シ

　

こ
の
結
果
、
ベ
ス
ト
16
と

な
っ
た
。

北
海
道
六
大
学
野
球
秋
季
リ
ー

グ
優
勝
（
８
月
22
日
〜
９
月
20

日
）

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
硬
式
野
球
部
は

北
海
道
六
大
学
野
球
秋
季
リ
ー

グ
戦
で
９
勝
１
分
の
成
績
で
３

季
連
続
26
回
目
の
リ
ー
グ
優
勝

を
果
た
し
た
。

　

大
学
日
本
代
表
に
選
出
さ
れ

た
、
井
口
和
朋
投
手
を
中
心
に

投
手
陣
の
安
定
と
全
員
野
球
の

チ
ー
ム
力
で
勝
ち
取
っ
た
優
勝

で
あ
っ
た
。

　

こ
の
結
果
、
10
月
４
〜
５
日

に
開
催
さ
れ
た
明
治
神
宮
野
球

大
会
北
海
道
地
区
代
表
決
定
戦

に
進
出
し
た
が
、道
都
大
学（
札

幌
学
生
野
球
連
盟
代
表
）
に
惜

敗
し
、
昨
年
ベ
ス
ト
４
ま
で
進

出
し
た
明
治
神
宮
野
球
大
会
へ

の
出
場
を
逃
し
た
。

　

な
お
、
最
高
殊
勲
選
手
に
樋

越
優
一
捕
手
、
優
秀
投
手
に
井

口
和
朋
、
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
に
二

塁
手
・
稲
村
晃
希
、
遊
撃
手
・

諸
永
秀
幸（
産
経
３
）、外
野
手
・

村
尾
信
義
（
産
経
２
）、
指
名

打
者
・
渡
部
生
夢
（
産
経
４
）

が
選
ば
れ
表
彰
さ
れ
た
。

第
63
回
兵
庫
リ
レ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

（
４
月
26
日
）

　

２
０
１
５
日
本
グ
ラ
ン
プ
リ

シ
リ
ー
ズ
第
３
戦
、
第
63
回
兵

庫
リ
レ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
兼
第
15

回
世
界
陸
上
競
技
選
手
権
大

会
（
２
０
１
５
北
京
）
代
表
選

手
選
考
競
技
会
兼
第
28
回
ユ
ニ

バ
ー
シ
ア
ー
ド
競
技
会
（
２
０

１
５
光
州
）
日
本
代
表
選
手
選

考
競
技
会
の
女
子
グ
ラ
ン
プ
リ

１
５
０
０
㍍
で
、飯
野
摩
耶（
経

４
）
が
４
分
17
秒
67
で
外
国
人

選
手
を
抑
え
優
勝
し
た
。

　

ま
た
、
男
子
グ
ラ
ン
プ
リ
１

５
０
０
㍍
で
は
、戸
田
雅
稀（
経

4
）
が
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
参

加
標
準
記
録
（
３
分
43
秒
０
）

を
突
破
す
る
3
分
42
秒
14
の
大

学
新
記
録
で
日
本
人
１
位
と
な

る
３
位
入
賞
を
果
た
し
た
。

　

さ
ら
に
、
女
子
グ
ラ
ン
プ
リ

３
０
０
０
㍍
障
害
で
は
清
水
萌

衣
乃
（
醸
１
）
が
10
分
28
秒
20

で
３
位
に
入
賞
し
、
本
学
か
ら

３
人
の
選
手
が
日
本
グ
ラ
ン
プ

リ
シ
リ
ー
ズ
の
表
彰
台
に
立
っ

た
。

第
47
回
全
日
本
大
学
駅
伝
対
校

選
手
権
大
会
関
東
予
選
会
（
男

子
、
６
月
20
日
）

　

11
月
１
日
に
愛
知
・
熱
田
神

宮
〜
三
重
・
伊
勢
神
宮
間
で
行

わ
れ
る
全
日
本
選
手
権
の
関
東

予
選
会
は
、20
校
が
参
加
し
て
、

慶
應
義
塾
大
学
日
吉
陸
上
競
技

場
で
行
わ
れ
た
。

　

１
校
８
人
に
よ
る
１
万
㍍
の

合
計
タ
イ
ム
で
争
い
、
中
央
学

院
な
ど
上
位
９
校
が
本
戦
出
場

を
決
め
た
。
農
大
は
総
合
タ
イ

ム
14
位
で
出
場
権
を
逸
し
た
。

第
21
回
ア
ジ
ア
陸
上
競
技
選
手

権
大
会
（
６
月
３
〜
７
日
、
中

国
・
武
漢
）

が
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
、
戸
田
選

手
は
８
位
入
賞
し
た
。

平
成
27
年
度
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
強

化
指
定
選
手
認
定（
７
月
２
日
）

　

飯
野
摩
耶
が
日
本
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
委
員
会
か
ら
認
定
証
が

贈
ら
れ
た
。 

第
99
回
日
本
陸
上
競
技
選
手
権

大
会
（
６
月
26
〜
28
日
、新
潟
）

　

▽
女
子
１
５
０
０
㍍
決
勝
＝

飯
野
摩
耶
、
４
位
入
賞

　

▽
女
子
３
０
０
０
㍍
障
害
＝

清
水
萌
衣
乃
、
４
位
入
賞

ア
ー
ド
代
表
は
初
め
て
と
な
る

快
挙
。

北
海
道
六
大
学
野
球
春
季
リ
ー

グ
（
４
月
25
日
〜
５
月
24
日
）

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
硬
式
野
球
部
は

北
海
道
６
大
学
野
球
春
季
リ
ー

グ
戦
で
２
季
連
続
25
回
目
の

リ
ー
グ
優
勝
を
果
た
し
た
。
そ

の
結
果
、
北
海
道
学
生
野
球
連

盟
代
表
と
し
て
６
月
８
日
か
ら

神
宮
球
場
お
よ
び
東
京
ド
ー
ム

で
開
催
さ
れ
る
第
64
回
全
日
本

大
学
野
球
選
手
権
大
会
に
出
場

が
決
定
し
た
。

　

な
お
、
最
高
殊
勲
選
手
に
井

口
和
朋
（
投
手
）、
新
人
賞
に

稲
村
晃
希（
内
野
手
・
産
経
１
）、

ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
に
捕
手
・
樋
越

優
一
（
食
香
４
）、
一
塁
手
・

吉
田
直
也（
産
経
４
）、遊
撃
手
・

稲
村
晃
希（
産
経
１
）、外
野
手
・

深
瀬
愛
斗
（
産
経
４
）
と
安
藤

彰
斗
（
産
経
４
）
が
選
ば
れ
表

彰
さ
れ
た
。

第
64
回
全
日
本
大
学
野
球
選
手

権
大
会
（
６
月
８
〜
10
日
）

　

▽
１
回
戦
＝
対
富
士
大
学

（
北
東
北
大
学
野
球
リ
ー
グ
代

表
）
５
対
３

　

▽
２
回
戦
＝
対
上
武
大
学

（
関
甲
信
学
生
野
球
リ
ー
グ
代

表
）
０
対
９

　

１
５
０
０
㍍
の
日
本
代
表
選

手
と
し
て
戸
田
雅
稀
と
飯
野
摩

耶
の
２
人
が
参
加
。
飯
野
選
手

オ
ホ
ー
ツ
ク
生
物
産
業
学
部

硬
式
野
球
部
＝
強
化
指
定
部

 順位　大学名 東洋大 東農大 拓殖大 青学大 立正大 国士大 勝数 負数 勝点
1 東洋大 ̶  ○●○ ●○○ ●○○ ●● ○●○ 8 6 4

2 東農大 ●○● ̶ ●○○ ○●● ○○ ○○ 8 5 3

3 拓殖大 ○●● ○●● ̶ ○●○ ○●○ ○○ 8 6 3

4 青学大 ○●● ●○○ ●○● ̶ ●○● ○○ 7 7 2

5 立正大 ○○ ●● ●○● ○●○ ̶ ●○● 6 7 2

6 国士大 ●○● ●● ●● ●● ○●○ ̶ 3 9 1

ユニバーシアード日本代表に選ばれた井口和朋投手

北海道六大学野球秋季リーグで優勝

男子グランプリ1500㍍で3位になった
戸田雅稀選手（右）

１
５
０
０
㍍
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
た
飯
野
摩
耶
選
手

女子グランプリ1500㍍で優勝した飯野
摩耶選手（中央）

全日本大学野球選手権大会に出場（東京ドームで）

陸
上
競
技
部
＝
強
化
指
定
部

 

関
東
大
学
女
子
駅
伝
準
優
勝

 

全
日
本
選
手
権
へ
の
出
場
権
を
獲
得

　

第
21
回
関
東
大
学
女
子

駅
伝
対
抗
選
手
権
（
兼
・
全

日
本
大
学
女
子
駅
伝
予
選
）

が
９
月
27
日
に
千
葉
県
印

西
市
の
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
周
回
コ
ー
ス
６
区
間
で

行
わ
れ
農
大
は
総
合
２
位

と
健
闘
。
上
位
６
校
に
入

3
年
連
続
23
回
目
の
全
日
本
選
手
権
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
た

選
手
ら

り
、
10
月
25
日
に
仙
台
市
で

開
か
れ
る
全
日
本
選
手
権

（
杜
の
都
駅
伝
）
へ
の
出
場

権
を
獲
得
し
た
。
農
大
は
３

年
連
続
23
回
目
の
出
場
と

な
る
。
優
勝
し
た
日
体
大
と

は
27
秒
差
、
３
連
覇
を
狙
っ

た
大
東
大
は
５
位
。

　

長
田
監
督
は
「
今
年
も
無

事
に
仙
台
行
き
の
切
符
を

手
に
し
た
。
チ
ー
ム
の
雰
囲

気
は
最
高
。
一
人
一
人
が

確
実
に
力
を
つ
け
て
い
る
。

走
っ
た
選
手
、
サ
ポ
ー
ト
・

応
援
し
て
下
さ
っ
た
皆
さ

ま
の
お
か
げ
で
結
果
が
出

せ
た
。
全
日
本
大
学
女
子
駅

伝
で
は
シ
ー
ド
権
獲
得
に

向
け
て
頑
張
る
」
と
決
意
を

新
た
に
し
た
。
校
友
会
千
葉

県
支
部
校
友
が
の
ぼ
り
旗

と
横
断
幕
を
掲
げ
て
大
き

な
声
援
を
送
っ
た
。

　
〈
出
場
選
手
と
区
間
順

位
〉

　

１
区
＝
清
水
萌
衣
乃
（
醸

１
）
１
位
、
２
区
＝
佐
藤
有

希
（
食
１
）
７
位
、
３
区
＝

古
屋
夏
乃
（
経
３
）
５
位
、

４
区
＝
小
堀
真
佳
（
栄
３
）

３
位
、
５
区
＝
中
村
瑠
花

（
栄
４
）
３
位
、
６
区
＝
飯

野
摩
耶
（
経
４
）
４
位

世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
硬
式

野
球
部
＝
強
化
指
定
部

秋季東都2部リーグ
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関
東
学
生
（
79
校
）
に
よ

る
地
区
予
選
を
勝
ち
抜
い

た
中
嶋
遼
（
ビ
ジ
ネ
ス
３
）、

吉
田
匡
慶
（
ビ
ジ
ネ
ス
２
）、

和
田
健
太
郎
（
ビ
ジ
ネ
ス

２
）、
服
部
真
緒
（
ビ
ジ
ネ

ス
３
・
女
子
選
手
権
）
が
、

平
成
27
年
９
月
12
〜
13
日
、

北
海
道
苫
小
牧
市
に
あ
る

ノ
ー
ザ
ン
ホ
ー
ス
パ
ー
ク

で
開
催
さ
れ
た
全
日
本
学

生
馬
術
選
手
権
大
会
・
同
女

子
選
手
権
に
出
場
し
た
。
昨

年
の
同
大
会
で
１
年
生
な

が
ら
第
４
位
に
入
賞
し
た

吉
田
は
今
年
も
決
勝
に
勝

ち
進
み
、
専
修
大
、
同
志
社

大
の
４
年
生
選
手
を
相
手

に
準
優
勝
と
健
闘
し
た
。
和

田
は
９
位
、
中
島
は
13
位
、

服
部
は
ベ
ス
ト
32
。

【
平
成
27
年
度
こ
れ
ま
で
の

戦
績
】

第
52
回
東
都
学
生
馬
術
大
会

（
４
月
10
〜
12
日
） 

　

▽
新
人
障
害
飛
越
競
技

全
日
本
学
生
馬
術
選
手
権
大
会
で
準
優
勝
し
た
吉
田
匡
慶
選
手

と
ノ
ー
ザ
ン
ホ
ー
ス
パ
ー
ク
の
ポ
ー
カ
ー
フ
ェ
イ
ス
号

関
東
学
生
賞
典
障
害
飛
越
競

技
で
入
賞
し
た
和
田
健
太
郎

と
ホ
ー
リ
ー
プ
レ
イ
ン
チ
パ
ラ

号
。

　
　
　
　

吉
田
選
手
が
準
優
勝 

第
87
回
全
日
本
学
生
馬
術
選
手
権
大
会

＝
団
体
優
勝
▽
標
準
障
害

飛
越
競
技
＝
団
体
優
勝

第
87
回
関
東
学
生
馬
術
選
手

権
大
会
・
第
59
回
同
女
子
選

手
権
大
会（
５
月
15
〜
17
日
）

上
記
４
選
手
が
全
日
本
学

生
へ
出
場
権
利
獲
得
。

第
50
回
関
東
学
生
賞
典
障
害

飛
越
競
技
大
会
（
６
月
25
〜

28
日
）　

　

▽
団
体
＝
５
位
▽
個
人

＝
和
田
健
太
郎
６
位

第
66
回
関
東
学
生
賞
典
総

合
馬
術
競
技
大
会

　

▽
団
体
＝
８
位

第
85
回
関
東
学
生
争
覇
戦

（
９
月
４
〜
６
日
）

▽
Ⅰ
部
＝
３
位

馬
術
部

文
化
団
体

第
１
１
０
回
東
都
大
学
学
生
競

技
ダ
ン
ス
選
手
権
大
会
（
４
月

19
日
、
独
協
大
学
）

　

伊
東
（
醸
４
）・
河
合
（
化

４
）
組
が
ス
ロ
ー
フ
ォ
ッ
ク
ス

ト
ロ
ッ
ト
で
優
勝
、
タ
ン
ゴ
で

準
優
勝
。
中
村
（
経
４
）・
大

塩
（
化
４
）
組
が
サ
ン
バ
で
優

勝
。
林
（
森
４
）・
藤
井
（
バ

社
交
ダ
ン
ス
研
究
部

イ
オ
４
）
組
が
ワ
ル
ツ
準
優

勝
、
ク
イ
ッ
ク
ス
テ
ッ
プ
で
準

優
勝
、
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
で

３
位
入
賞
。
団
体
成
績
3
位

第
96
回
東
部
日
本
学
生
競
技
ダ

ン
ス
選
手
権
大
会（
６
月
７
日
、

独
協
大
学
）

　

団
体
で
準
優
勝
。
個
人
で

は
、
林
・
藤
井
組
が
ク
イ
ッ
ク

ス
テ
ッ
プ
で
優
勝
。
伊
東
・
河

合
組
が
ス
ロ
ー
フ
ォ
ッ
ク
ス
ト

ロ
ッ
ト
で
優
勝
。
中
村
・
大
塩

組
が
サ
ン
バ
で
優
勝
。

第
17
回
皐
月
杯
争
奪
学
生
競
技

ダ
ン
ス
選
手
権
大
会
（
６
月
14

書
道
部

日
、
首
都
大
学
東
京
）

　

シ
ニ
ア
モ
ダ
ン
の
部
で
小
堀伊東俊介・河合美乃莉組

（
経
３
）・
正
木
（
栄
３
）
組
が

タ
ン
ゴ
で
３
位
。
ジ
ュ
ニ
ア
ラ

テ
ン
の
部
で
２
年
生
が
頑
張

り
、
小
林
（
醸
２
）・
松
田
（
栄

２
）組
が
パ
ソ
ド
ブ
レ
で
優
勝
、

チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
で
３
位
。

第
53
回
全
日
本
学
生
選
抜
競
技

ダ
ン
ス
選
手
権
大
会
（
７
月
12

日
、
大
阪
府
門
真
市
）

　

団
体
で
３
位
、
個
人
で
は
モ

ダ
ン
の
部
で
林
・
藤
井
組
が
６

位
入
賞
＝
写
真
①
。
伊
東
・
河

合
組
が
８
位
入
賞
＝
写
真
②
。

ラ
テ
ン
の
部
で
は
中
村
・
大
塩

組
が
７
位
入
賞
＝
写
真
③
。

第
67
回
毎
日
書
道
展
（
７
月
22

日
か
ら
８
月
２
日
）

　

島
野
嶺
（
化
４
）
が
「
Ｕ
23

新
鋭
賞
・
近
代
詩
文
書
部
」
に

入
賞
し
、
入
賞
作
品
が
国
立
新

美
術
館
に
展
示
さ
れ
た
。

中村公紀・大塩香澄組

林宗親・藤井ひとみ組

第
68
回
関
東
大
学
リ
ー
グ
戦

（
５
月
９
日
〜
７
月
11
日
後
楽

園
ホ
ー
ル
）

　

関
東
大
学
リ
ー
グ
一
部
６
校

に
よ
る
リ
ー
グ
戦
の
最
終
戦
が

11
日
に
行
わ
れ
た
。
全
勝
同
士

の
対
戦
と
な
っ
た
日
大
に
惜

敗
、
リ
ー
グ
制
覇
を
逸
し
た
。

一
部
リ
ー
グ
で
は
、
ラ
イ
ト
フ

ラ
イ
級
、
フ
ラ
イ
級
、
バ
ン
タ

ム
級
（
２
）、ラ
イ
ト
級
（
２
）、

ラ
イ
ト
ウ
ェ
ル
タ
ー
級
、
ウ
エ

ル
タ
ー
級
、
ミ
ド
ル
級
の
全
９

階
級
で
５
勝
以
上
し
た
大
学
が

勝
利
と
な
る
。

第
70
回
国
民
体
育
大
会
ボ
ク
シ

ン
グ
競
技
会
（
９
月
30
日
〜
10

月
５
日
和
歌
山
県
田
辺
市
）

　

農
大
か
ら
７
人
の
学
生
と
卒

業
生
２
人
が
出
場
、
成
績
は
次

の
通
り
。

　

▽
ラ
イ
ト
級
＝
森
坂
嵐
（
ビ

ジ
ネ
ス
１
／
奈
良
県
代
表
）
優

勝
　

▽
フ
ラ
イ
級
＝
北
浦
龍
馬

（
ビ
ジ
ネ
ス
１
／
長
崎
県
代
表
）

準
優
勝

　

▽
ラ
イ
ト
級
＝
星
大
二
郎

（
平
19
経
／
和
歌
山
県
代
表
）

準
優
勝

　

▽
ミ
ド
ル
級
＝
酒
井
幹
生

（
ビ
ジ
ネ
ス
４
／
北
海
道
代
表
）

３
位

　

第
85
回
全
日
本
ボ
ク
シ
ン
グ

選
手
権
大
会
（
兼
・
２
０
１
６

年
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
代
表
選
考
会
、
11
月

17
日
〜
22
日
）
に
農
大
か
ら
10

人
の
選
手
が
出
場
決
定
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
声
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

関
東
学
生
ホ
ッ
ケ
ー
春
季
１
部

リ
ー
グ
（
５
月
24
日
）

　

駿
河
台
大
学
と
の
準
決
勝
で

勝
利
、
決
勝
戦
で
山
梨
学
院
大

学
に
は
残
念
な
が
ら
敗
れ
た
も

の
の
準
優
勝
と
な
り
、
第
34
回

全
日
本
大
学
ホ
ッ
ケ
ー
王
座
決

定
戦
の
出
場
権
を
獲
得
。
７
月

９
日
の
大
学
王
座
決
定
戦
で

は
、
早
稲
田
大
学
に
３
‐
０
で

惜
敗
し
た
。

　

関
東
学
生
２
部
リ
ー
グ
に
所

属
す
る
本
学
ラ
ク
ロ
ス
部
の
関

口
紗
生
（
健
康
１
・
横
浜
市
立

東
高
）
が
Ｕ
19
女
子
ラ
ク
ロ
ス

日
本
代
表
に
選
出
さ
れ
、
７
月

23
日
〜
８
月
１
日
に
英
国
・
エ

ジ
ン
バ
ラ
で
開
催
さ
れ
た
「
第

６
回
Ｆ
Ｉ
Ｌ
女
子
19
歳
以
下
世

界
選
手
権
大
会
」
に
出
場
、
総

合
６
位
で
大
会
を
終
了
し
た
。

第
61
回
関
東
学
生
剣
道
選
手
権

大
会
（
５
月
10
日
、
日
本
武
道

館
）

　

桧
山
大
晟
（
森
２
）
が
参
加

人
数
４
９
８
人
中
、
ベ
ス
ト
32

に
入
り
、
６
月
27
〜
28
日
の
第

63
回
全
日
本
学
生
剣
道
選
手
権

大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し

た
。

第
21
回
東
京
都
学
生
剣
道
選
手

権
大
会
（
５
月
24
日
、
明
治
大

学
和
泉
校
舎
体
育
館
）

　

斎
藤
拓
哉
（
開
発
３
）
が
参

加
人
数
２
２
６
人
中
、
ベ
ス
ト

８
（
敢
闘
賞
受
賞
）
に
入
り
、

９
月
６
日
の
全
日
本
剣
道
選
手

権
大
会
東
京
都
予
選
へ
の
出
場

権
を
獲
得
し
た
。

第
64
回
関
東
学
生
剣
道
優
勝
大

会
（
９
月
13
日
、日
本
武
道
館
）

　

参
加
大
学
95
大
学
中
、
ベ
ス

ト
16
に
入
り
、
10
月
25
日
に
行

わ
れ
る
第
63
回
全
日
本
学
生
剣

道
優
勝
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲

得
し
た
。

第
61
回
北
海
道
学
生
剣
道
選
手

権
大
会
（
５
月
10
日
、
北
海
道

大
学
）

　

木
村
洸
太
（
産
生
３
）
が
出

場
者
１
４
６
人
中
ベ
ス
ト
８
に

入
り
、
第
63
回
全
日
本
学
生
剣

道
選
手
権
大
会
へ
の
出
場
権
を

獲
得
し
た
。

平
成
27
年
度
全
日
本
学
生
ジ
ム

カ
ー
ナ
選
手
権
大
会
（
８
月
24

日
、三
重
県
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
）

　

▽
女
子
団
体
＝
河
内
桃
子

（
開
発
３
）、
戸
田
夏
紀
（
経
済

３
）
優
勝

第
45
回
全
関
東
学
生
弓
道
選
手

権
大
会
（
６
月
20
〜
21
日
、
日

本
武
道
館
）

　

▽
女
子
団
体
＝
ベ
ス
ト
８
に

進
出

準優勝した女子ホッケーの選手たち

ラ
ク
ロ
ス
部

剣
道
部

女子団体で優勝した河内桃子選手と
戸田夏紀選手（前列）

弓
道
部

ベスト８に進出した部員

自
動
車
部

オ
ホ
ー
ツ
ク
剣
道
部

ボ
ク
シ
ン
グ
部

ライト級で優勝した森坂嵐選手（左）とフライ級で
準優勝の北浦龍馬選手

1部
リーグ 日本大 東農大 拓殖大 東洋大 駒沢大 法政大 勝 負

日本大 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ５ ０

東農大 ● ◯ ◯ ◯ ◯ ４ １

拓殖大 ● ● ● ● ◯ １ ４

東洋大 ● ● ◯ ◯ ◯ ３ ２

駒沢大 ● ● ◯ ● ◯ ２ ３

法政大 ● ● ● ● ● ０ ５

世
田
谷
ホ
ッ
ケ
ー
部
女
子

①

③②
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第
94
回
東
日
本
学
生
相
撲
選
手

権
大
会
（
６
月
７
日
、
東
京
・

両
国
国
技
館
）

　

▽
団
体
戦
＝
３
位

　

▽
個
人
戦
＝
小
柳
亮
太
（
森

林
４
）
優
勝
、楮
佐
古
明
輝
（
開

発
４
）
３
位

第
５
回
全
日
本
大
学
選
抜
相
撲

金
沢
大
会
（
７
月
19
日
、
石
川

県
金
沢
市
）

　

▽
団
体
戦
＝
優
勝

　

▽
個
人
戦
＝
小
柳
亮
太
、
３

位第
42
回
東
日
本
学
生
相
撲
個
人

体
重
別
選
手
権
大
会
（
７
月
26

日
、
東
京
・
靖
国
神
社
）

　

▽
75
㌔
未
満
級
＝
中
畑
裕
雅

（
森
林
３
）
３
位　

　

▽
１
３
５
㌔
未
満
級
＝
齋
藤

真
（
森
林
２
）
準
優
勝

全
日
本
大
学
選
抜
十
和
田
大
会

（
８
月
14
日
、
青
森
県
十
和
田

市
）

　

▽
個
人
戦
＝
小
柳
亮
太
、
優

勝
　

小
柳
は
、
昨
年
の
全
国
選
抜

大
学
・
実
業
団
対
抗
和
歌
山
大

会
、
６
月
の
東
日
本
学
生
選
手

権
に
続
き
、
個
人
で
三
つ
の
タ

イ
ト
ル
を
手
に
し
た
。
目
標
と

す
る
11
月
の
全
国
学
生
選
手
権

大
会
（
大
阪
）
で
学
生
横
綱
を

目
指
す
。

第
20
回
世
界
相
撲
選
手
権
大
会

（
８
月
30
日
、
大
阪
府
堺
市
）

　

▽
個
人
重
量
級
＝
小
柳
亮

太
、
優
勝

第
63
回
全
国
選
抜
大
学
・
実
業

団
相
撲
刈
谷
大
会（
９
月
13
日
、

愛
知
県
刈
谷
市
）

　

▽
個
人
戦
＝
楮
佐
古
明
輝

（
開
発
４
）
優
勝

第
40
回
全
国
学
生
相
撲
個
人
体

重
別
選
手
権
大
会（
９
月
20
日
、

東
京
・
靖
国
神
社
）

　

▽
無
差
別
級
＝
小
柳
亮
太
、

優
勝

　

▽
75
㌔
未
満
級
＝
志
賀
裕
人

（
開
発
１
）
準
優
勝

　

第
92
回
東
京
箱
根
間
往
復
大

学
駅
伝
競
争
（
箱
根
駅
伝
）
の

予
選
会
が
10
月
17
日
、
東
京
都

立
川
市
の
陸
上
自
衛
隊
立
川
駐

屯
地
を
ス
タ
ー
ト
、
国
立
昭
和

記
念
公
園
を
ゴ
ー
ル
と
す
る
20

㌔
の
コ
ー
ス
で
実
施
さ
れ
た
。

今
年
も
関
東
学
連
の
49
大
学
が

参
加
、
来
年
正
月
の
本
戦
出
場

権
10
枠
を
か
け
て
死
闘
を
展
開

し
た
。

　

本
学
は
、
昨
年
は
10
位
に
わ

ず
か
49
秒
差
の
11
位
に
終
わ

り
、
本
戦
へ
の
出
場
権
を
逃
し

て
い
る
。
今
年
こ
そ
は
と
、
箱

根
の
古
豪
・
伝
統
校
の
名
誉
に

か
け
て
、
70
回
目
の
出
場
を
目

指
し
激
戦
に
挑
ん
だ
が
、結
果
、

上
位
10
人
の
合
計
タ
イ
ム
10

時
間
12
分
57
秒
と
ト
ッ
プ
日
大

と
6
分
57
秒
差
の
大
差
、
10
位

上
武
大
と
も
53
秒
と
大
き
く
開

き
、
総
合
12
位
に
終
わ
っ
た
。

　

こ
の
結
果
、
本
学
は
２
年
連

続
し
て
箱
根
駅
伝
へ
の
切
符
を

逃
し
、
出
場
権
を
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
レ
ー
ス

は
約
60
人
の
部
員
か
ら
選
抜
さ

れ
た
12
人
が
出
場
。
雨
の
降
り

し
き
る
悪
天
候
の
中
、
本
戦
に

出
場
経
験
が
あ
る
キ
ャ
プ
テ
ン・

エ
ー
ス
戸
田
が
１
時
間
を
切
る

59
分
34
秒
の
７
位
と
一
人
気
を

吐
い
た
も
の
の
、
１
０
０
位
以

内
に
４
人
（
一
昨
年
10
人
、
昨

年
５
人
）
と
惨
敗
し
た
。

　

山
梨
県
山
中
湖
、
岐
阜
県
御

嶽
山
、
北
海
道
で
の
夏
合
宿
に

お
い
て
走
り
込
み
を
行
っ
て
臨

ん
だ
予
選
会
で
あ
っ
た
が
選
手

層
の
薄
さ
に
泣
い
た
。

　

当
日
は
校
友
会
の
三
好
吉
清

会
長
ら
本
部
役
員
も
沿
道
で
応

援
。校
友
会
東
京
都
支
部
、地
元・

三
多
摩
常
磐
松
会
、
校
友
会
千

葉
県
支
部
、
校
友
会
神
奈
川
県

支
部
な
ど
多
く
の
校
友
や
大
学

関
係
者
が
母
校
の
の
ぼ
り
や
横

断
幕
を
持
っ
て
応
援
し
た
。

　

大
学
ス
ポ
ー
ツ
の
中
で
、
最

大
の
メ
ジ
ャ
ー
大
会
と
な
り
国

民
的
人
気
が
あ
る
の
が
箱
根
駅

伝
。
そ
の
出
場
権
を
め
ぐ
っ
て

の
競
争
は
年
々
激
化
し
て
い

る
。
正
月
に
全
国
ネ
ッ
ト
で
テ

レ
ビ
放
映
さ
れ
る
箱
根
へ
の
出

場
は
、
各
大
学
と
も
大
学
名
を

Ｐ
Ｒ
で
き
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス

と
捉
え
、
チ
ー
ム
強
化
を
図
っ

て
い
る
。

　

今
年
の
予
選
会
結
果
を
見
る

限
り
、
残
念
な
が
ら
本
学
の
戦

力
で
は
本
戦
へ
の
出
場
は
当
分

の
間
、
望
め
そ
う
に
な
い
。
校

友
か
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
サ
ポ
ー
ト

募
金
の
支
援
も
含
め
、
大
学
自

体
と
し
て
早
急
に
か
つ
抜
本
的

な
て
こ
入
れ
を
期
待
し
た
い
。

　

10
月
25
日
、杜（
も
り
）の
都
・

仙
台
市
で
行
わ
れ
た
第
33
回
全

日
本
大
学
女
子
駅
伝
対
校
選
手

権
大
会
に
３
年
連
続
23
回
目
の

出
場
を
果
た
し
た
農
大
女
子
駅

伝
チ
ー
ム
は
、
強
豪
校
相
手
に

エ
ー
ス
飯
野
ら
の
力
走
で
７
位

に
入
賞
、
来
年
の
同
大
会
シ
ー

ド
権
と
２
０
１
５
全
日
本
大
学

女
子
選
抜
駅
伝（
富
士
山
駅
伝
）

へ
の
出
場
権
を
確
保
し
た
。

飯
野
摩
耶
選
手
有
終
の
美
を
飾
る

地
元
の
校
友
会

支
部
も
大
声
援

　

昨
年
の
悔
し
さ
を
ば
ね
に
、

一
年
間
各
種
大
会
に
連
戦
し
懸

命
に
練
習
を
重
ね
た
。
全
日
本

選
手
権
の
シ
ー
ド
権
確
保
は
７

年
ぶ
り
。

　

本
大
会
は
６
区
間
全
長
38
㌔

に
26
チ
ー
ム
が
出
場
し
た
。
１

区
は
平
た
ん
コ
ー
ス
に
各
校
自

慢
の
ス
ピ
ー

ド
ラ
ン
ナ
ー

が
そ
ろ
っ

た
。
農
大
は

１
年
生
の
清

水
が
首
位
に

僅
差
の
２
位

で
リ
レ
ー
。

２
区
の
古
屋

は
大
き
く
順
位
を
落
と
し
８
位

で
リ
レ
ー
。
３
区
は
各
校
と
も

実
力
者
を
そ
ろ
え
、
中
村
が

　

全
学
応
援
団
の
盛
大
な
応
援

と
沿
道
で
は
校
友
会
宮
城
県
支

部
や
岩
手
県
支
部
の
校
友
ら
が

力
走
す
る
選
手
に
大
声
援
を

送
っ
た
。
レ
ー
ス
終
了
後
、
長

田
千
治
監
督
が
「
大
学
関
係
者

は
じ
め
、
多
く
の
校
友
の
皆
さ

ま
の
応
援
で
シ
ー
ド
権
が
と
れ

力
走
、
順
位
を
上
げ
７
位
で
リ

レ
ー
。
４
区
は
最
も
距
離
の
短

い
区
間
。
各
校
ス
ピ
ー
ド
ラ
ン

ナ
ー
を
配
置
。
小
堀
は
順
位
を

守
り
、
エ
ー
ス
飯
野
に
た
す
き

を
つ
な
い
だ
。
５
区
は
各
校
が

プ
ラ
イ
ド
を
か
け
て
エ
ー
ス
を

起
用
す
る
最
長
区
間
。
農
大
は

こ
の
４
年
間
、
女
子
陸
上
部
を

け
ん
引
し
て
き
た
異
色
の
ラ
ン

ナ
ー
飯
野
を
起
用
。
１
５
０
０

㍍
の
全
日
本
級
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
と
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
強

化
選
手
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る

農
大
の
エ
ー
ス
。
ス
タ
ー
ト
か

ら
果
敢
に
飛
び
出
し
た
。
中
盤

は
我
慢
の
走
り
を
続
け
、
ラ
ス

ト
に
は
持
ち
前
の
ス
ピ
ー
ド
で

順
位
を
キ
ー
プ
、
シ
ー
ド
圏

ま
し
た
。
一
層
精
進
を
重
ね
、

来
年
の
杜
の
都
で
は
、
さ
ら
に

強
い
農
大
を
お
見
せ
し
た
い
。

今
後
と
も
ご
支
援
い
た
だ
き
た

い
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。
ま
た
、

渡
邉
康
夫
校
友
会
宮
城
県
支
部

長
が
「
選
手
の
皆
さ
ん
、
よ
く

ぞ
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
来

年
は
さ
ら
に
上
位
入
賞
の
活
躍

を
期
待
し
ま
す
」
と
ね
ぎ
ら
っ

た
。

清
水
・
原
田
の

1
年
生
が
力
走

内
８
位
で
ア
ン
カ
ー
に
た
す
き

を
つ
な
い
だ
。
最
終
６
区
１
年

生
の
原
田
は
シ
ー
ド
権
確
保
を

目
指
し
、
必
死
の
力
走
。
ラ
ス

ト
に
一
人
を
か
わ
し
て
見
事
７

位
で
ゴ
ー
ル
に
飛
び
込
ん
だ
。

シ
ー
ド
権
確
保
の
一
瞬
に
ゴ
ー

ル
に
待
ち
構
え
て
い
た
部
員

や
卒
業
生
が
歓
喜
の
叫
び
を
上

げ
、
杜
の
都
仙
台
に
「
青
山
ほ

と
り
・
大
根
お
ど
り
」
の
歌
声

が
と
ど
ろ
い
た
。

実りちゃん 学くん

▼
箱
根
駅
伝
予
選
会
は

残
念
な
結
果
に
終
わ
っ
た

が
、
女
子
駅
伝
や
硬
式
野

球
部
、
伝
統
の
相
撲
部
、

ボ
ク
シ
ン
グ
部
な
ど
農
大

ス
ポ
ー
ツ
も
結
構
活
躍
し

て
い
る
。
Ｏ
Ｂ
だ
が
、
大
相

撲
の
十
両
・
正
代
に
も
声
援

を
送
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

▼
来
年
は
母
校
創
立
１

２
５
周
年
の
記
念
す
べ
き

年
と
な
る
。
大
学
で
は
５

月
22
日
に
、
盛
大
に
記
念

式
典
を
挙
行
す
る
。
こ
の

日
に
は
卒
業
生
が
母
校
を

訪
問
す
る
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
も
開
か
れ
る
。

校
友
会
で
も
９
月
23
日

に
「
世
界
校
友
大
会
ⅰ
ｎ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」を
主
催
す
る
。

式
典
や
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
な
ど

を
予
定
。
二
つ
と
も
卒
業
生

の
参
加
は
自
由
、
宿
泊
先

な
ど
確
保
し
て
、
ぜ
ひ
と

も
ご
来
校
願
い
た
い
。

 

（
小
野
） 
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集 

委 

員
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員
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小
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幸
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副
学
長
・
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造
教
授
）
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員　

舘　
　
　

博

（
短
醸
・
教
授
）

委　

員　

豊
原　

秀
和

（
常
任
理
事
・
名
誉
教
授
）

委　

員　

石
川　

浩
一

（
法
人
本
部
・
総
務
部
長
）

委　

員　

小
野　

甲
二

（
常
任
理
事
・
事
務
局
長
）

編 

集 

後 

記

団体戦で優勝。個人戦でも３位入
賞を果たした選手たち

59分34秒の7位と健闘した戸田雅稀選手

世界選手権で優勝した小柳亮太
選手（右から2人目）

優勝した楮佐古明輝
選手

相
撲
部
＝
強
化
指
定
部

箱
根
駅
伝
２
年
連
続
出
場
権
逃
す

　

 

エ
ー
ス
戸
田
の
力
走
む
な
し
く
涙

来年のシード権確保
総合７位でゴール

順位 記録 氏名 学科 出身
7 59：34 戸田雅稀 経済4 群馬・東農大二
58 1：00：43 小山直城 醸造1 埼玉・松山
64 1：00：47 佐野雅治 経済4 群馬・東農大二
95 1：01：18 原　由幸 開発2 神奈川・相洋
128 1：01：40 遠藤凌平 森林4 岩手・一関学院
129 1：01：40 大澤　拳 栄養4 埼玉・東農大三
139 1：01：47 西村昌悟 森林3 埼玉・松山
143 1：01：48 木山雄生 開発3 香川・観音寺一
144 1：01：50 大橋真弥 工学4 宮城・石巻
146 1：01：50 滋野聖也 開発1 神奈川・横浜

陸上競技部=男子 陸上競技部=女子

力走する飯野摩耶選手

総合7位でゴールした原田紗枝選手

ダイコンを手に7位入賞を喜ぶ駅伝チーム

区間 氏名 学科 出身 区間順位 総合順位

1区 清水萌衣乃 醸1 神奈川・逗子 2位 2位

2区 古屋　夏乃 経3 山梨・韮崎 14位 8位

3区 中村　瑠花 栄4 神奈川・白鵬 8位 7位

4区 小堀　真佳 栄3 神奈川・多摩 6位 7位

5区 飯野　摩耶 経4 山梨・韮崎 8位 8位

6区 原田　紗枝 健1 千葉・成田 4位 7位

杜
の
都
駅
伝


